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「ぼく、三人だけで旅たびしているほうが、好すきだったなあ」とレーブン。

　チュウ！　とラットくんも、うなずきました。エルフは、空そら飛とぶじゅうたんの上でぎゅうぎゅうする三匹びきのオニたちの間あいだをすりぬけ、はじっこの、レーブンの横よこに落おちつきます。

　レーブンはうつぶせで、じゅうたんのはじから顔かおを出し、下の景け色しきがビュンビュンすぎていくのを、ながめています。横よこに持もっているのは、ひとふりの剣つるぎ。

　ラットくんは、ちょこんとレーブンの頭あたまの上。エルフは、じゅうたんから足をブラブラさせています。

「わかる～」とエルフ。
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　じゅうたんは（名な前まえはソーナといいます）、なんとか、ふらつかずに飛とぼうとがんばっていました。こんなに混こんでいるのは、ソーナが空そら飛とぶじゅうたんになってはじめてです。なんたって、八名めいも乗のせてるんですから。

　ひとり目とふたり目は、ご存ぞん知じ、エルフとレーブン。

　それから、ネズミのラットくん。

　四、五、六人目は、三匹びきのオニ。名な前まえがあって、一いち番ばん小さいのがバート、中ぐらいのがボブ、一いち番ばん大きいのがセドリック。

　オニたちと、エルフとレーブンが出で会あったのは、「おそろしの森」です。それからずっと、ふたりをつかまえて食たべようとしていたのです。でもオニたちは、ゴブリン・キングのところへ行いくまでは、ふたりを食たべないと、とりあえず約やく束そくしたのでした。

　七人目は、ソケット伯はく爵しゃく。どちらかといえば「オレ様さまえらい」と思おもっている若わか者もの。「くらやみの町」を治おさめています。その町から、一いっ行こうは、先ほど出しゅっ発ぱつしました。八人目は、伯はく爵しゃくにつかえる魔ま法ほう使つかい、クリンサー。

　このクリンサーが、「ゴブリン・キングを打うちまかせるのはレーブンだ」と予よ言げんしたのです。クリンサーは、レーブンのことを「かしこいおバカ」と呼よんでいますが……、レーブンは（ちょっと失しつ礼れいだ）と思おもいました。
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　さらに、一いっ行こうは、悪あくのゴブリン・キングをたおすために必ひつ要ようといわれる、ふたつのものを手に入れています。ひとつは、「月のなみだ」と呼よばれる、魔ま法ほうのオアシスの水。ビンに入っています。もうひとつは、「歌うたう剣つるぎ」。問もん題だいは、だれひとりとして、これらの使つかい方かたがわからないことです。

「歌うたう剣つるぎ」は、あまったるいラブ・ソングを次つぎから次つぎへと歌うたい、ただ、レーブンが剣つるぎをもったときだけ、ピタッと静しずかになります。

　魔ま法ほう使つかいのクリンサーは、これこそ、レーブンが「選えらばれし者もの」のしょうこだと、言いっています。おそろしい魔ま力りょくをほこる、悪あくのゴブリン・キングをたおすことができる「選えらばれし者もの」が、レーブンなのだと！

　こうして一いっ行こうは、ゴブリン・キングの地ちを目め指ざします。

　時ときは、夜よる。ゴブリン・キングの地ちへ行いくのに、見つからないよう、夜よるに旅たびすることに決きめたのです。

　大きな満まん月げつが、こうこうと一いっ行こうを照てらして、あたりの景け色しきを見せてくれましたが……。

「見て」と、しずんだ声こえでレーブン。

「荒あれ地ちだわ」とエルフ。

「近ちかづいてるってことだ。ゴブリン・キングめ、なにもかも破は壊かいして！」

　そのようです。

　太たい陽ようがのぼってきて、あたり一いち面めんのおそろしいようすが、ハッキリしました。

　焼やけおちた木き々ぎは、もとは森だったところ。それから、こわれた家いえ、雑ざっ草そうでおおわれた道みち……。もとは人の行いきかう町だったはずなのに。下に見える、黒くろい大小の川は、毒どくが流ながれているかのよう。

「もうすぐ夜よ明あけだ。」

　レーブンは、ソーナに言いいました。

「どこか着ちゃく陸りくするところをさがして、また暗くらくなるまでかくれていないと。」

「見て……!!」

とエルフが、空そら飛とぶじゅうたんの前ぜん方ぽうを指ゆびさします。

　遠とおくに、大きな門もんが大だい地ちにそびえ立つのが見えました。近ちかづいてみると、思おもっていたよりも、ずっとずっと大きな門もん。ゴブリン・キングの支し配はいする地ちへ着ついたにちがいありません。

　というのも、門もんには、巨きょ大だいなばけものの姿すがたがいくつも彫ちょう刻こくされ、おそろしいツメやツノ、歯はがほられているからです。

　そして、さらに、その門もんから向むこうの土と地ちは、人ひと々びとがにげだしたあとの、こちら側がわよりもひどい、荒あれはてた廃はい墟きょとなっているのでした。

　一いっ行こうは、みんな、だまりました。ワイワイ言いっていたオニたちでさえ、シーン。これから日がのぼれば、オニたちは、たちまち人にん間げんの姿すがたに変へん身しんするのです。

　水すい平へい線せんのかなた、土と地ちはしだいに上り坂ざかになり山やま々やまへ。草くさの生はえない、ぶきみな山やま々やまです。一いっ行こうのだれも、こんなおそろしい景け色しきは見たことがありません。
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　一いち番ばん小さいオニのバートが、低ひくい声こえでボソッ。

「魔ま物もの山さん脈みゃく……。」

「どうして、もっといい名な前まえをつけないのかなっ!?」とレーブン。

「そして、あの山さん脈みゃくのどこかにあるのが、『さいごの洞どうくつ』の入り口だ」とバート。

　バートが、中ぐらいのボブの背せ中なかをドンとたたき、ボブはじゅうたんから落おちそうになります。

「さっ、ゴブリン退たい治じタイムのはじまりだ！」

　三匹びきのオニたちは、笑わらいはじめましたが、レーブンの耳には、いつもより元げん気きがないようにきこえました。レーブンのひざがふるえはじめます。

　この先なにが起おきるのでしょう。
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「ここを飛とんでたら、丸まる見みえだよ！」とレーブン。

「ほんとだ。ソーナ、どこか着ちゃく陸りくするところをさがして」とエルフ。

　ソーナは、みんなの重おもさにイラついています。プンプン。

「どこかさがしてっ、ですって！　空中から着ちゃく陸りく場ば所しょを出す魔ま法ほうでもあるの!?　見てよ、なにもないじゃない！」

　エルフは、自じ分ぶんのブーツに目を落おとしました。旅たびしてきた距きょ離りがブーツにあらわれています。

「あれは、どう？」とレーブン。

　エルフは、レーブンが見たほうに顔かおを向むけました。荒あれはてた小さな農のう家か。屋や根ねはなく、四方の石のかべだけがあります。

「ないより、ましだな」とソケット伯はく爵しゃくが、えらそうに言いいました。

「おい、じゅうたん、あそこだ！　おろせ！」

　ソーナは、もう少すこしでブチ切ぎれそう。

「わたしの名な前まえは、ソーナです！　命めい令れいしないでください！」

　レーブンは、なだめるように言いいました。

「ソーナさん、あなたは、すっごい空そら飛とぶじゅうたんだね。どうかあの古ふるい建たて物ものにおりて、ぼくたちをかくしてくれませんか。ゴブリン・キングの手下になった、おそろしいばけものがやってきて、朝あさごはんにされないうちに。」

　ソーナはソケット伯はく爵しゃくをこわい目でにらみ、レーブンにも返へん事じをしませんでしたが、コースを変かえて、ボロボロの農のう家かの中へストンと着ちゃく陸りく。ちょうどその時とき、三匹びきのオニたちが、変へん身しんしました。ポン！

「うわっ！」とバート。

「イテッ！」とボブ。

「うがががが、ぐがが！」とセドリック。

　三匹びきは、人の姿すがたに。小さくて、かわいい感かんじのバート、中ぐらいの優やさしそうなお兄にいさんボブ、背せの高たかいすらりとしたハンサムな青せい年ねんセドリック。

　ソーナは、ため息いきをつきました。

「ふう、よかった。あなたたち、重おもいんですもの。八人だって定てい員いんオーバーなのに、そのうち三人は大きなオニなんて！」

　ソーナが、バート、ボブ、セドリックをにらむと、三匹びきは傷きずついた顔かおをしました。

「八人のうちのひとりは、ちっこいネズミだろ。だったら、ちょうどいいじゃんか。うるさいガミガミじゅうたんだなあ！」

　エルフが、なだめました。

「みんな、つかれているのよ。ひと晩ばん中じゅう飛とんでいたんですもの。また暗くらくなるまでは空を飛とべないし、今いまは、ねむることにしない？」

　レーブンは、うなずきました。

「ここにいれば、安あん全ぜんだろう。」

　みんな体からだを休やすめることにして、まくらになりそうなものをさがしました。

　みんな、ねむりに落おちました。それはよかったのですが、ひとつ問もん題だいが……、なんと、クリンサーのかくイビキが、オニたちよりも大きいのです。

　みんな、午ご前ぜん中ちゅうねむって、お昼ひるもねむって、ようやく、おやつのころになって、最さい初しょのひとりが目を覚さましました。ラットくんです。

　おなかが、「少すくなくとも二食しょく分ぶんは食たべそこねたよー」と言いったので、目が覚さめたのでした。

　ラットくんは、レーブンの耳をはむはむして、起おこそうとしました。まるで、何なにか食たべようよ～と言いっているようです。しかしレーブンは、ぐっすりねむっていて、耳をはむはむされたくらいでは、起おきそうにありません。

　ラットくんは、ぶうっとして、レーブンを夢ゆめ（リスと森の夢ゆめです）の中へ放ほうっておくことにし、食たべ物ものが見つからないか、さがすことにしました。

　ダメです。家いえの中は、がらんどうでした。ラットくんは、この古ふるい建たて物ものの窓まどの所ところへ行いって、外そとには何なにがあるか見てみようと思おもい、窓まどの下わくへ飛とびのりました。

　ひとめ外そとを見て、びっくりぎょうてん。ラットくんは、おおあわてでレーブンの頭あたまの上にもどります。トン！

　レーブンがハッと目を覚さまし、ラットくんは、レーブンだけにきこえるように、できるだけ小さな声こえで、せわしなくチュウチュウ。

「なに？　どうしたの？」

とレーブンも小こ声ごえで答こたえ、ラットくんがクンクンと鼻はなを向むける窓まどの下へ行いき、そ～っと外そとをのぞくと……、

「ひえええ！」

　急いそいで、窓まどから頭あたまを引ひっこめます。

「ひええって、どうしたの？」

　エルフが、目を覚さましました。

　レーブンは、エルフの口を手でおおいます。むっとするエルフ。耳が赤くなってきましたが、そこで、レーブンが窓まどの外そとをサッと指ゆびさします。

　エルフにも、レーブンと同おなじものが見えました。

　家いえの外そとに、生いき物ものがいます。

　それも、たくさん。

　おそろしいやつらです。最もっとも冷れい酷こくで、うすよごれた、短たん気きな、ばけものに見えました。こんなに、おどろおどろしい、血ちもなみだもないような、すぐにおそいかかってきそうな怪かい物ぶつがいるでしょうか。皮かわでできたよろいを着きて、それぞれ、剣つるぎ、弓ゆみ、やり、斧おのなど、いろんな武ぶ器きを持もっています。
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「ゴブリンだわ！」とエルフ。

　レーブンは、首くびをぶんぶんふって、うなずき、気を失うしなってからさけぼうか、さけんでから気を失うしなおうか、とまよいました。家いえの外そとにはゴブリンが、一匹ぴきや二匹ひきではなく、十匹ぴき、二十匹ぴきどころでもなく、何なん千ぜん匹びきもいるのです。

　まわりは、完かん全ぜんにゴブリンだらけでした。
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「ゴ、ゴ、ゴ、ゴブリンだ！」

　レーブンはエルフのとなりで窓まどの外そとのゴブリンの群むれを見て声こえをあげ、あわてて自じ分ぶんの口を手でおさえました。

「いやああ……。」

　エルフは、目を見み開ひらきました。あとからあとからゴブリンがやってきて、数かずがふくれあがっていきます。

　ゾッとして見ているうちに、気がついたことが……。

「こいつら、軍ぐん隊たいだね！」

　レーブンが小さな声こえで言いいます。

「これから、どこかを攻せめに行いくんだ！」

「でも、こっちに気がついてないわよね。こっちを見てないもの。」

　どうやら、そのようです。少すくなくとも、今いまは。

　ところがその時とき、一いち番ばん近ちかくにいた、大きな赤あか茶ちゃ色いろのゴブリンが、首くびをかしげました。目を細ほそめて、こちらの、古ふるい建たて物もののほうを向むきます。

　レーブンとエルフは、サッとかくれました。ぜいぜいと息いきをつきます。

「こっちに来くるわ！」

「ひええ！」

　レーブンが言いいました。

「急いそげ！　ここからにげなきゃ。じゅうたんを起おこそう！」

　エルフは、四よつんばいで、じゅうたんのところへ行いって、ゆさぶります。

「空そら飛とぶじゅうたんって、どうやって起おこすのよ!?　ソーナ！　いる？　起おきてよー！」

「急いそいで！」

「あいつに、見られたかな？」

「いや。でも、近ちかくまで来きてる。」

「ソーナ！　起おきてってばぁ！」

　クリンサーが、サッと起おきあがりました。

「ベーコンエッグ！　卵たまごは半はん熟じゅくで！」

と、ねぼけたクリンサーの大きな声こえ！

　レーブンは、クリンサーに飛とびかかって、口をおさえようとしましたが、セドリックの足につまずきました。セドリックは大きなうなり声ごえをあげ、その声こえで二匹ひきのオニも目を覚さまし、思おもいっきり大きな声こえで「なにすんだ、なぐってやる！」

「やめろ～！」

とレーブンはふるえる声こえ。しかし、そのさわぎで、ソーナが目を覚さましました。

　ベッドから起おきあがったばかりのように、目をこすります。

「どうしたのよぉ？」

　ソーナはきげんが悪わるそう。エルフが言いいました。

「飛とんで！　今いますぐ！」

　その時とき、あの大きな赤あか茶ちゃ色いろのゴブリンが窓まどからのぞきこみました。
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　ゴブリンは、おどろいた顔かおでジーッ。なにが起おきているか、わからないかのようでしたが、次つぎの瞬しゅん間かん、大きな大きな、おそろしい声こえをあげました！
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　そのゴブリンの声こえだけで、ソケット伯はく爵しゃくの黒くろい髪かみは、真まっ白しろになりました。ねむっていた伯はく爵しゃくは、飛とびおきると、ゴブリンを見て悲ひ鳴めいをあげます。レーブンが言いいました。

「エルフ、急いそいで！　弓ゆみでやっつけるんだ！」

　エルフは弓ゆみをつかみ、ソーナは危き険けんと見て、三十センチほどうきあがり、出しゅっ発ぱつのアナウンスをはじめます。

「乗のって！」

とソーナが言いうと同どう時じに、エルフは、魔ま法ほうの弓ゆみ矢やを赤あか茶ちゃ色いろのゴブリンに向むかってはなちました。エルフは弓ゆみがうまく（？）なりました。今こん回かいは、ゴブリンを、赤いリボンを頭あたまにつけた、白いかわいい犬に変かえたのです。

「そうじゃなくてーっ！」とレーブン。

「なにが？　効きいたんだから、いいじゃない」とエルフ。

「うん、だけど、ゴブリンが百五十匹ぴきくらい、こっちを見てる。来くるぞ！　ソーナ、急いそいで。みんなをここから連つれだして！」

「じゃあ、みなさん、ご搭とう乗じょうくださいっ！」

　それから、大さわぎ。人にん間げんの姿すがたのオニ三匹びきが、じゅうたんへドスン！　クリンサーが、よいしょと乗のり、すでに乗のっていたエルフが後うしろにさがったはずみに、クリンサーのおでこのあたりを弓ゆみでつついてしまいました。

「弓ゆみ！」とレーブン。

　それを、ソーナは「ゆけ！」とききまちがえ、古ふるい建たて物ものから飛とびだし、ビュンと大空へ。みんな、なんとか乗のりましたが、ソケット伯はく爵しゃくは、じゅうたんの後うしろのふさをギュッとつかんだだけで、空中を飛とんでいます。
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　オニたちが伯はく爵しゃくを、じゅうたんの上に引ひっぱりあげます。空そら飛とぶじゅうたんのスピードが上がり、下を見ると、大おお勢ぜいのゴブリンの群むれが、見わたすかぎりの地ち平へい線せんのかなたまで続つづいていました。

「なんてことだ……。数すう百ひゃく万まん匹びきはいる」とレーブン。

「もっと多おおいわよ」とエルフ。

「どうやって、あんなの、たおしたらいいんだ。」

「ムリよ！　ムリだわ。わたしたち、もうおしまいよ。世せ界かいの終おわりだわ。」

「あの全ぜん員いんをたおさなくてもいいんじゃよ。」

とクリンサーが、はらばいにねながら言いいました。くるんと上を向むいて立ちあがります。

「お客きゃく様さま、飛ひ行こう中ちゅうは……」とソーナ。

　エルフは、思おもわず声こえを上げます。

「ソーナ！　そんなのいいから。クリンサー、今いま、なんて言いったの？」

「うん、あの全ぜん員いんをたおさなくてもいいんじゃ。ひとりだけでいい。わかるだろ、ゴブリン族ぞくは、血ちもなみだもないような、おそろしい生いき物ものだが、主しゅ君くんには完かん全ぜんに従したがうのじゃ。」

「ゴブリン族ぞくの王おう、ゴブリン・キングね？」

「そのとおり。だから、わしらがやることは、ゴブリン・キングひとりをたおすこと。そうすれば、ほかのゴブリンは、降こう伏ふくする。そして、『わしら』と言いったが、『きみ』が、やるんじゃよ。」

　そうして、クリンサーは、レーブンを指ゆびさしました。

「んな、バカな……。そう言いわれるかなと思おもったけど、でも、ぼく、どうやってゴブリン・キングをたおせるのか、さっぱりわからないんです。この『歌うたう剣つるぎ』は、歌うたでみんなをモヤモヤ、イライラさせるだけだし、『月のなみだ』だって、靴くつ下したにしみこんだ水と同おなじくらい、魔ま法ほうの力があるのか。フツーの水にしか見えないし。あのゴブリン軍ぐん団だんだって、数かずが多おおすぎるよ！」

　レーブンは、ゴブリンの群むれに目をやります。ゴブリンたちは、こちらを見上げて武ぶ器きをふりまわしていました。矢やがひとつ、ふたつ、じゅうたんめがけて飛とんできますが、じゅうたんは高たかいところを飛とんでいるので届とどきません。

「まったく、こっそり来こようとしていたのにね。だれにも見つからないで、ゴブリン・キングの土と地ちに入るはずだったのに。もう、これだよ！」

　それは、おそろしい光こう景けいでした。

「ゴブリンって、もっと小さいと思おもってたよ。窓まどのところにいたやつだって、ぼくより二倍ばいも背せが大きかったもの！」とレーブン。

「きみが思おもっていたのは、ピクシー（＊）じゃな」とクリンサー。

「そうかな？」

「そうじゃろ。」

　ソケット伯はく爵しゃくが口をはさみます。

「それはともかく、われわれは、どこへ向むかっているんだい？」

「いい質しつ問もんね。でも、ソーナには、わかってるみたいよ」とエルフ。

　トップスピードで飛とぶ一いっ行こうの前ぜん方ぽうに、「魔ま物もの山さん脈みゃく」がそびえ立っています。

「あそこに行いくのでしょう？」

とソーナは言いい、着ちゃく陸りくのアナウンスをはじめました。

「ご搭とう乗じょうのみなさま、シートベルトをおしめください。『さいごの洞どうくつ』への到とう着ちゃく時じ間かんは、あと十分ぷんです。くりかえします、『さいごの洞どうくつ』……。」

「ついに……」とレーブン。

　これにまさるものは、ありません。いよいよ、ゴブリン・キングの地ちへ下りたつのです！
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＊ピクシー……イギリスの伝でん説せつなどに登とう場じょうする妖よう精せいの一いっ種しゅ。
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「あっ！　あいつら、追おいかけてくる！」とレーブン。

　そのとおり。おびただしい数かずのゴブリンが、先さきほどの平へい野やから、空そら飛とぶじゅうたんを追おって、ぎゃあぎゃあわめきながら、走はしってきます。よかったことはただひとつ。ソーナのじゅうたんは本ほん当とうに速はやく、ドビューンと飛とんでいるため、ゴブリンたちもなかなか追おいつけないことです。

「もっと速はやく、引ひきはなさないと！　見えないところへ」とエルフ。

「どうやって？」

とソケット伯はく爵しゃくがさけびます。グイッとじゅうたんのはしから少すこし奥おくへずれながら、

「『魔ま物もの山さん脈みゃく』は、なんにもない、はげ山。かくれるところはないぞ。」

　そのとおり。だれも、なにも言いえないうちに、空から巨きょ大だいな火の玉たまがふってきて、じゅうたんを、ヒュッとかすめました。

「ひええ！」とレーブン。

　空へあおむけになってみると、

「わあああ！」

　巨きょ大だいな火の玉たまをはくドラゴンが、こちらに向むかって羽はばたいてくるではありませんか。

「ソ[image: ]ナ！」とエルフ。

「わかってる！」

　ソーナがさけび、ますます速はやく飛とびますが、またしても、火の玉たまがヒュッとかすめ、じゅうたんの後うしろのふさがチリチリになりました。

「きゃっ！」とソーナ。

　レーブンは、エルフの肩かたに手をかけます。

「エルフ、急いそいで！　なにかやるんだ！」

　エルフは、ふるえてしまって、弓ゆみをかまえられず、その間あいだにもドラゴンは、三度ど目めの攻こう撃げきをしようと、ぐるりと、空を回まわってきます。

　やっとエルフが弓ゆみを射いました！　ハトの群むれが弓ゆみから出てきて、ドラゴンへ向むかいます。ドラゴンは口をガバッと開あけ、ハトをひとのみに！
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「集しゅう中ちゅうできない。こわすぎっ！」とエルフ。

「もう一回かい！」とソケット伯はく爵しゃく。

　伯はく爵しゃくは、両りょう手てを頭あたまの上にあげて、大さわぎしています。ドラゴンは、一いっ行こうをこんがり焼やけた空そら飛とぶトーストにしようと、もう一いち度どぐるりと回まわってきます。

「あそこだ！　ソーナ、あの木！」とレーブン。

　レーブンが見つけたのは、「魔ま物もの山さん脈みゃく」の谷たに間まに、こちゃこちゃと押おしこめられたような森です。こぢんまりした小さな森ですが、一いっ行こうを助たすけるには十じゅう分ぶん大きそう。

　ソーナは、グッと曲まがり、森へ向むかいました。ななめにかたむいて急きゅう降こう下か、乗のっている八人は、落おちないように、あわててしがみつきます。

「ひゃ[image: ]っ！」

　全ぜん員いんが、甲かん高だかい声こえでさけびました。ドラゴンは方ほう向こうを変かえ、こちらへ！　カーッと大きく息いきをすって、また真まっ赤かに燃もえる炎ほのおをはこうとしています。

　しかし、ソーナのほうが速はやい。森へ飛とびこみ、木と木の間あいだを飛とびました。ドラゴンは、木の間あいだを飛とぶには大きかったので、よける間まもなく木に激げき突とつし、バキバキと大きな音を立てて、次つぎ々つぎと木をなぎたおしました。

　ソーナはジグザグに飛とびつづけ、こわくてスピードを落おとせません。レーブンが大おお声ごえで「止とまれ！」とさけびます。

　ようやく、ドラゴンがもういないとわかって、ソーナはスピードを落おとし、木と木の間あいだをゆっくり飛とびました。一いっ行こうが入った森は、最さい初しょ思おもっていたより、ずっと大きかったのです。

「ぼく、森は好すきだけど、でも、ここはなんだか不ぶ気き味みだ……」とレーブン。

　エルフもうなずきました。

「『おそろしの森』より、こわいわね。」

　森は暗くらく、うっそうとしています。なにかイヤな生いき物ものが、下の見えないところにかくれて、こちらを見ているのを感かんじました。

「だれか、わたしの後うしろのふさを見てくれない？　火がついてる気がするの」とソーナ。

　近ちかくのソケット伯はく爵しゃくが、見てみました。

「こげてるね。失しつ礼れい。」

と言いって、伯はく爵しゃくは上うわ着ぎからボトルを取とりだし、じゅうたんのふさに水をかけました。

「ふーぅう。ありがとう！　ずっと気分がよくなったわ。」

　クリンサーが口を開ひらきました。

「さてさて、それでは、状じょう況きょうはどうかな。うーん、実じつにうまくいったのう。」

　みんな、クリンサーのことを、おかしくなったのかと思おもいました。ボブは思おもわず、クリンサーをじゅうたんから、つき落おとそうとし、バートとセドリックに止とめられました。

　しかしクリンサーは平へい然ぜんと言いいます。

「おいおい、かなりうまくいっているじゃろう？　わしらは、この『魔ま物もの山さん脈みゃく』につき、全ぜん員いん無ぶ事じで、だれも食くわれたり、刺さされたり、焼やかれたりしてないんじゃから！」

「今いまのところね」とエルフ。

「そこで、わしらが次つぎにやることは、ゴブリン・キングのいる『さいごの洞どうくつ』の入り口をさがすことじゃ。『さいごの洞どうくつ』は、洞どうくつがいくつもつながって、入り口はたくさんあるんじゃがな。」

「そんなの、どこにあるかわかんないよ」とレーブン。

「さよう、さよう。だからここで、魔ま法ほうを使つかう必ひつ要ようがあるんじゃ。じゅうたんが少すこしの間あいだ、止とまることができれば、わしがちょっとした呪じゅ文もんをとなえて、洞どうくつの方ほう角がくをさがしてやろう。」

「そんなこと、できるの？」

「できるとも。」

　クリンサーが用よう意いをはじめます。ローブのひだから、ふくろを取とりだし、そのふくろから小さめのふくろを取とりだし、その小さめのふくろから薬やく草そうを取とりだすと、じゅうたんの上にまきました。
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「それ、あとでそうじしてくれるんでしょうね」とソーナ。

「シーッ。魔ま法ほうがはじまる」とレーブン。

　それは、さっぱり魔ま法ほうのように見えませんでした。クリンサーがゴミ（じゅうたんの上の薬やく草そう）をじーっとながめてるだけ。ところが、とつぜん、クリンサーは頭あたまを上げ、片かた手てをすっと上げて、さけんだのです。

「あっちだ！」

　そこで、そちらのほうへ、行いくことになりました。
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　ソーナは、クリンサーが言いった方ほう向こうへどんどん飛とびました。

　ゴブリンやドラゴンとの戦たたかいで、みんなつかれ、じゅうたんの上でゴロゴロしています（みんな、ボロボロね、とソーナは思おもいました）。こわいものなしの、大きなオニたちでさえ、ドラゴンとあんなに近ちかくで出くわしたおそろしさに、だまってしまったようです。

「遠とおいんですか？」

　レーブンはクリンサーに何なん度どもききますが、歳としとった魔ま法ほう使つかいは、そのたびに「遠とおくない、遠とおくない」と答こたえるのでした。

　エルフは、レーブンのそばに座すわり、木々をながめて考かんがえこんでいるようです。

「ねえ、レーブン？」

「なに、エルフ？」

「この旅たびが、どうやってはじまったか覚おぼえている？」

　レーブンは、うなずきました。

「ぼくが木から落おちて、きみの家いえの上に着ちゃく地ちしたんだ。」

「それで、ぺしゃんこにしたのよね。」

「それは、ぼくが落おちた木がやったんだよ。ぼくじゃない。」

「そうね。そのあと、大きな巨きょ人じんに食たべられそうになったのよね。」

「ちがうよ」とレーブン。

「ちがう？」

「ちがうよ。まず、きみが、ぼくのことをレーブンってよぶことにしたんだよ。」

「ああ、そうね！　そのとおりだわ。あれ、わたし、まだ、レーブンの本ほん当とうの名な前まえを知しらない。なんで教おしえてくれないの？」

「だって、説せつ明めいするのがメンドクサイんだもん。」

「わたしだって、そうだけど、でもレーブンは、わたしの名な前まえを知しってるのに。」

「うん、エルフは、エ……。」

　エルフは、レーブンの口に、にぎったこぶしをつっこみました。

「言いわないでってば！　とくに、まわりに人がいるときにはね！」

「んがんが。」

　レーブンは、両りょう手てをあげて、うなずきます。

　エルフは、こぶしを口から出してあげました。

「約やく束そくして。」

「え？」

「生きてこの旅たびを終おえ、ゴブリン・キングを打うちまかしたそのときは……、レーブンの本ほん当とうの名な前まえを教おしえるのっ。」

　レーブンは、考かんがえました。

「たぶんね。」

と言いって、笑わらっています。

「レレレ！」

　あてずっぽうに、エルフは名な前まえを言いってみますが、レーブンは首くびをふって、声こえをあげて笑わらいました。

「ぜんぜん当あたってない。」

　その間あいだにも、ふたりは暗くらい森の中を飛とんでいきます。

「でも、レからはじまるんでしょ。」

「そうだよ。」

「レゴラス！」

「それ、最さい初しょに会あったときに、もう言いっただろ。あのときも、ハズレだったけど、今いまもハズレ～。」

「レゴ！」

「もう、わすれろよ。絶ぜっ対たい当あたらないから。」

　絶ぜっ対たい当あたらないかどうかはさておき、エルフがもう一いち度どためそうとしたとき、あたりの森全ぜん体たいが、まるで、くしゃみをしたような気がしました。

　ざわざわと木がふるえました。九人の冒ぼう険けん者しゃたちは、木の葉はを見つめ、なにが起おころうとしているのか、ようすを見ます。そのとき！

　とつぜん、どこからともなく、凶きょう暴ぼうなサルたちが飛とびかかってきました。ありとあらゆるものをひっかく、かむ、つねる、もぐもぐする……！　もぐもぐ、バリバリ……！
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「うわっ！」とレーブン。

「ねえ！　サルと話はなしをして！　やめろって言いって！　レーブンは、動どう物ぶつと話はなせるんでしょっ」とエルフ。

「こいつらが、おしゃべりをする気分だと思おもうかい？」

とレーブンは言いいながら、顔かおにくっついてきたサルを引ひきはがして、じゅうたんの外そとへポイッ！

「ソーナ！」

「わかってる！」

　ソーナはスピードを上げ、またしても、攻こう撃げきからのがれます。しかし、サルたちもあきらめません。ボブとバートが、じゅうたんに乗のってきたサルを全ぜん部ぶひゅるるるると落おとしても、ますます多おおくのサルが、木から木へ飛とびうつって追おいかけてきました。

「もっと速はやく！」とソケット伯はく爵しゃく。

「もうムリ！　つかれちゃた」とソーナ。

「んなバカな！　じゅうたんがつかれるわけがない。」

「このじゅうたんは、そうなのっ！」

　そう言いいながらも、ソーナは力をふりしぼり、やっとサルたちを引ひきはなしました。

　レーブンは立ちあがり、最さい後ごのサルに向むかって、鼻はな先さきに親おや指ゆびをあて、手をパタパタ。ベロベロバー。

「あ～、そのう、じゅうたんよ……。」

とクリンサーが言いいかけましたが、だれもきいていません。困こまったことです、というのも、きいていれば、クリンサーが言いおうとしていることがわかったからです。

「じゅうたんさん、わしらは止とまらないといかん……。」

　言いってもむだでした。ほかのみんなは、ソーナさえも、レーブンといっしょにピョンピョン飛とびはねて、サルたちにバイバーイと手をふっています。

　その時とき、セドリックが少すこし高たかく飛とび、頭あたまを木の枝えだにゴン！　じゅうたんから飛とびだし、手をのばしてバートとボブをつかむと、三人いっしょに、下へ落おちていきました。

「やばっ！」

とレーブンはさけんで、じゅうたんのはじから身みを乗のりだし、オニの落おちた所ところを見ます。そこには、オニの姿すがたはなく、ただ木き々ぎの間あいだに大きなすきまが、ぽっかり開あいていました。

　同どう時じに、ソーナが、一本の木にバン！　とぶつかりました。

　みんな、空中に投なげだされ、ひゅるるるる……。レーブンは、地じ面めんにドンと落おちるーっと思おもいましたが、おどろいたことに、ドン、がなかなか来きません。

　そのうち、まわりが真まっ暗くらになりました。エルフのうめく声こえがきこえ、「歌うたう剣つるぎ」の歌うたもきこえてきました。落おちながら、レーブンが手をはなしてしまったのでしょう。

[image: ][image: ][image: ]と剣つるぎは歌うたい、いよいよ調ちょう子しが出てくるところで、ふたりは地じ面めんにドンと落おちました。

「イテッ！」とレーブン。

「あふっ！」とエルフ。

[image: ][image: ][image: ]と歌うたう剣つるぎ。

　レーブンは、ばたばた手さぐりして剣つるぎをさがしあて、剣つるぎの歌うたを止とめました。

「ここ、どこ？」とエルフ。

　あたりは暗くらかったのですが、レーブンには、エルフの弓ゆみの弦つるの光ひかりが見えました。エルフが、弓ゆみを射いるように構かまえて、光ひからせていたのです。

「うまいこと考かんがえたね。」

と言いって、レーブンは、あたりを見み回まわしました。

　だれもいません。

　ふたりっきりで、洞どうくつの入り口が並ならんでいるところにいるのでした。そして、洞どうくつはどれも（よく言いっても）ほんのちょっぴり、身みの毛けのよだつものでした。

「ここ、どこぉ？」ともう一いち度どエルフ。

「ひとつ考かんがえられる答こたえは、あるね」とレーブン。

「さいごの洞どうくつ？」

「かんたんだよね。」

　レーブンは、そう言いうと、もう気き絶ぜつしてもいいと思おもい、そうしました。
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　歌うたうのは、剣つるぎ。

　エルフは、足をドン！

「レーブン！　目を覚さまさないと、わたし、おこるんだからねっ！」

　しかし、レーブンはピクリとも動うごかず、エルフは剣つるぎといっしょに、レーブンが目め覚ざめるのを待まつことにしました。剣つるぎは、恋こいにおちたウサギの、楽たのしい歌うたを歌うたいつづけていました。
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　暗くらやみの中で、はぐれていたのは、エルフとレーブンだけではありません。ほかの仲なか間まもみんな、森の地じ面めんに開あいた、いくつもの穴あなに転ころがりおちて、道みちもわからず、バラバラになってしまったのです。

　ソケット伯はく爵しゃくは、最さい後ごに落おちたので、ソーナのじゅうたんのふさをぎゅっとつかみ、ソーナもいっしょに引ひきずりこんだのでした。

　びっくりして、ソーナは穴あなから飛とびたとうとしましたが、森の古ふるい倒とう木ぼくや木くずが、バラバラふりかかってきて、ふたりをトンネルのようなところへ閉とじこめたのです。

「今いまのは、かしこいとはいえないわね」とソーナ。

「ほかに、どうしようもなかったさ」と伯はく爵しゃくは鼻はなであしらうように言いいます。

「ところで、ここはどこだろう？」

「ひとつ考かんがえられることは、あるわ。」

「さいごの洞どうくつ？」

「そう。かんたんでしょ。」

「難むずかしいなんて、だれが言いったんだ。それより、これからどうする？　ここは、ずいぶん暗くらいなあ。」

　ソーナは、フーッフーッと何なん度どか息いきをはくと、ポッとふたつの明あかりが、じゅうたんの前まえにともり、あたりを照てらしました。おどろく伯はく爵しゃく。

「ヘッドライトがあるのか！　空そら飛とぶじゅうたんにヘッドライトがついてるなんて、知しらなかった。」

「あなたは、知しらないことがたくさんありそうね。殿との様さまタイプ。自じ分ぶんのお城しろにこもって、なんでもだれかが手て取とり足あし取とりやってくれるんでしょう。サルタンも、同おなじだったわ。」

「サルタン？」

　ソケット伯はく爵しゃくは、空そら飛とぶじゅうたんの機き嫌げんをそこねるようなことを、なにかしたかなと思おもいながら、ききました。

「わたしは、前まえはそいつのものだったの。エルフとレーブンに、さらわれるまで。」

「さらわれる？　あのふたりは、じゅうたんを誘ゆう拐かいするような子たちには見えないけどな。」

「まあね、そうなってみれば、そんなに悪わるい子たちじゃないわ。でも、今いま言いったことを、あのふたりにつげ口ぐちしたら、わたし、あなたを火山につきおとすからね。」

　伯はく爵しゃくは、両りょう手てを上げて肩かたをすくめます。

「わかった、わかった。きみ、本ほん当とうにカリカリしている子だね。」

「カリカリですって？　あなただって、わたしの立たち場ばになったら、カリカリするわよっ！」

　ここでソーナは、大きな声こえで「フンッ」と言いい、ソケット伯はく爵しゃくは、ソーナがおこりまくるんじゃないかと思おもいました。

「乗のって！」とソーナはふきげんな声こえ。「ここから出ないと。なにかイヤなものに、おそわれないうちに。」

「さんせい」と言いって、伯はく爵しゃくはじゅうたんにのり、「どっちの方ほうへ？」

「わからないわ」とソーナ。

　ふたりは、前まえを見て、後うしろを見ました。どちらの方ほう向こうも同おなじく、おそろしげです。

「とりあえず前まえに進すすみましょうか。」

とソーナは言いって、出しゅっ発ぱつしました。

　飛とびながら、ソケット伯はく爵しゃくはじゅうたんに座すわって、考かんがえこんでいます。
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「ソーナ？」と伯はく爵しゃく。

「なにっ？」

「ああ、どうか、またどならないでくれ。ただ……、さっき言いっていたことはどういうことなのか話はなしてくれないか。きみの立たち場ばって、どういうことだい？」

「そんなの、わかりきってるでしょ。」

　ソーナは、ぶすーっ。

「いや、そんな……。よくわからないよ。」

　ソーナは、ため息いきをつきました。

「わたしね、じゅうたんでいるのがイヤなのよ。あなたには、わからないの？」

　ソケット伯はく爵しゃくは、頭あたまをぽりぽり。

「じゃあ、きみは、じゅうたんじゃなかったことも、あるのか？」

「もちろん、あります！」

「シーッ！　なにかにきかれたら、どうする！」

　ソーナは、ふるえました。この高こう慢まんちきな若わかい伯はく爵しゃくの言いうことが当あたっているかもしれないからです。声こえを小さくして言いいました。

「もちろん、わたしだって、ずっとじゅうたんだったわけじゃありません。昔むかしはね、わたしだって、みんなと同おなじ、ふつうの女の子だったのよ。ある時とき、サルタンにつかえる魔ま法ほう使つかいが、わたしをこのじゅうたんのパイロットに変かえてしまったの。もう何なん年ねんも前まえよ。もうイヤッ！」

「えっ！　それは、ひどい。だから、きみはいつも機き嫌げんが悪わるいんだね？」

「わたし、機き嫌げんが悪わるくなんかないもの！」

とソーナはさけびました。ソケット伯はく爵しゃくの顔かお色いろが変かわります。ゴブリンに見つかるのではないかと思おもったのです。

「そう！　もちろん、きみは、機き嫌げんが悪わるかったりしないさ。今いまならわかるよ。いやあ、ひどい目にあったんだね。うほっ、くすぐったいぞ。」

「くすぐったいって、なにが？」

　ソーナは、とまどった声こえです。

「きみが今いま、ふさで、くすぐったんだろう？」とソケット伯はく爵しゃく。

「やってないわ！」とソーナ。

「ええ、じゃあ、なにか……うほっ！　また、くすぐった！」

　ソケット伯はく爵しゃくは顔かおから、なにかをぬぐいとりました。

「これは……うわ！　天てん井じょうからなにかが、たれさがっている！」

「クモの巣すだわ。いやーん、もうお風ふ呂ろに入りたい～！」

　じゅうたんに備そなわった弱よわいヘッドライトの光ひかりで、トンネルの中に、ずらっと、クモの巣すがはっているのが見えました。奥おくになるほど増ふえているようです。

「ここで、ひきかえそうか？」とソケット伯はく爵しゃく。

「いい考かんがえね」とソーナ。

　しかし、ソーナが向むきをかえると、ふたりには、ひどく悪わるい考かんがえだったとわかりました。そちらのほうから明あかりが近ちかづいてきたのです。燃もえさかるたいまつが、こちらに向むかってきます。どうやら味み方かたではないようです。ソーナがさけびました。

「やることは、ひとつね！　クモの巣すをつっきるしかないわ。できるかしら。つかまって！」

　ソーナはクモの巣すへ、ダッとつっこんでいきました。巣すは、どんどん濃こくなっていきます。最さい初しょは、ベトベトする巣すをつっきって行いけましたが、だんだん大きくて強つよい巣すに引ひっかかるようになり、とうとう、ソーナは大きなため息いきをついて、止とまってしまいました。

　ソケット伯はく爵しゃくが後うしろをふりかえると、たいまつの明あかりがだんだん近ちかづいてきます。

　と、その時とき、じゅうたんのソーナは、前ぜん方ぽうの暗くらやみをすかし見て、大きなさけび声ごえをあげました。

　おぼろげにうかびあがるのは、巨きょ大だいなクモ！　トンネルと同おなじくらい大きく、八本の足でクモの巣すの上をするすると動うごきます。ねばねばする糸いとをはいたかと思おもうと、次つぎの瞬しゅん間かん、ふたりは糸いとでぐるぐるまきの玉たまにされていました。きつく締しめあげられて、悲ひ鳴めいをあげることもできません。
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　ちょうどそのとき、たいまつの持もち主ぬしが、そばまできました。ゾッとするほどおそろしいゴブリンの一いち団だんが、ニヤニヤしながらやってきたのです。

「へっへっへ」と、そのリーダーが言いいました。「見ろよ、獲え物ものだ。」

　そして、ゴブリンたちは、じりじりと近ちかづいてきました。
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　ソケット伯はく爵しゃくとじゅうたんのソーナにおきたことは、最さい悪あくでしたが、三匹びきのオニたちのほうも、ちっとも良よくありませんでした。

　ボン！　と音がして、三匹びきは人にん間げんからオニの姿すがたに変へん身しんしました。

　三匹びきは、永えい遠えんに続つづくような穴あなの中を、びゅーっと落おちていきます。どんどん落おちていくので、これでぺしゃんこになるのかと思おもいきや、運うんのいいことに、やわらかいものの上に落おちました。

　しかし、運うんの悪わるいことに、やわらかいものは地ち下かの川だったのです。三匹びきは、川の中をどんどん押おしながされていき、暗くらいトンネルの中へのみこまれます。

「助たすけてくれ！」

　セドリックは、顔かおを水からやっと出すと、水をはきながら言いいました。

「わたしは、泳およげないんだ！」

「おれだって！」とボブ。

「ぼくも！」とバート。「みんな、おしまいだ！」

　それだけ言いうのが、せいいっぱい。また水にのみこまれ、木この葉はが風かぜで舞まうように急きゅう流りゅうをぐるぐる回まわります。

　どんどん流ながされていくうちに、川はくねくね曲まがり、急きゅうな細ほそいトンネルの中を下ったり、長ながいカーブを曲まがったりしていると、ついに、オニたちはふわりと落おちるのを感かんじました。まわりの音からすると、細ほそい川というより、もっともっと広ひろいところに落おちているようです。ずっと広ひろいところです。

　川は滝たきとなって、ばびゅーん！　地ち下かの巨きょ大だいな湖みずうみへ。

「うがあああああ！」とセドリック。

「ひいいいいいい！」とボブ。

「あうぷっ！」とバートが、空気をもとめて息いきを吸すいます。

　すると、バシャーン！　オニたちは、湖みずうみの表ひょう面めんにたたきつけられ、また水の下へ……。

　オニたちはなんとか水すい面めんに顔かおを出すと、水をはいたり、せきこんだりして、水すい面めんを大きなこぶしでバシャバシャなぐりました。

「わたしは、やっぱり泳およげないんだがっ！」

　セドリックは、息いきができません。

「だめだぁ～」

とバートもせきこみながら、また水にもぐってしまいました。

「どうにかしてぇ～！」

　ボブは少しょう女じょのようにさけび、少すこしの間あいだ、水すい面めんでゆらゆら。でも、オニたちには、なにもできません。

　その時とき、なにかが起おきました。

　シュッと音がして、次つぎの瞬しゅん間かん、三匹びきともゴクリ！　巨きょ大だいな口の中。攻こう撃げきしてきたのは、水中にすむ巨きょ大だい魚ぎょでした。







[image: ]









「あれ？」とセドリック。

「なんだこれ？」とボブ。

「ふたりとも、バカッ！」とバート。「ぼくたち、食たべられたんだ！」

「食たべられた？」とセドリック。

「食たべられた？」とボブ。

「そうだよっ！　食たべられたんだ」とバート。

「ふん」と、セドリックが言いいました。「気に入らんな。おれたちは、食たべる側がわじゃなかったのか。」

「そうだそうだ。食たべられる側がわじゃない。この気き持もちは、なんていうか、そのう……。」

とボブは、言こと葉ばをさがしています。

「ヘン？」とバート。

「ちがう。この気き持もちは……。」

「バカにされた？」とセドリック。

「ちがう。これは……。」

「なんだよ」とバート。

「おこってる！　おれ、おこってるんだ！」

「うん、わたしもだ」とセドリック。

　バートは、ひひっと笑わらいました。とてもイヤな笑わらい方かたでした。

「うん、ぼくも。三人ともだね。よし。それじゃ、これからどうしてやろうか。」

　湖みずうみで、巨きょ大だい魚ぎょはすいすいと、ご機き嫌げんに泳およいでいました。おなかがいっぱい、朝ちょう食しょくと昼ちゅう食しょくと夕ゆう食しょくと全ぜん部ぶいっぺんに食たべられたのです。と、なんだか、へんな感かんじがしてきました。内うち側がわからです。それもおなかの中から……。

　すると突とつ然ぜん、おなかがキリキリと痛いたくなりました。いままで経けい験けんしたことのない痛いたみです。さっき食たべた食たべ物ものが、反はん撃げきしはじめたのです。

「ウッ！」

と巨きょ大だい魚ぎょはひとりごと。その内うち側がわの奥おくで、三匹びきのオニが、なぐったり、けったり、かみついたりして、外そとへ出ようとしています。

　巨きょ大だい魚ぎょは、もうひと泳およぎ。

「グホッ！」

　それから、

「ブホッ！」

　そしてとうとう、「ゲブウウウ！」と言いって、巨きょ大だい魚ぎょは水から頭あたまを出し、とどろくほど大きなゲップをしました。

　三匹びきのオニたちは、巨きょ大だい魚ぎょの口からポーンと飛とびだし、「ぎゃーっ」とさけびながら、空中をくるくる回まわっていきます。セドリックは、まだ、かじりとった巨きょ大だい魚ぎょの一いち部ぶをモグモグしていました。

　ドスン！　オニたちは、湖みずうみの反はん対たい側がわの岸きし辺べに落おちました。巨きょ大だい魚ぎょがヒーヒーしながら水にもぐっていくのが、チラッと見えます。

「らまあみろ！（モグモグ）」

とセドリック。

「食たべながら、しゃべらないの」とバート。

「どうして？　おれたち、オニだろ。行ぎょう儀ぎ悪わるくたって、いいじゃん」とボブ。

　バートは、考かんがえました。

「そうか、言いえてるね。ところで、なにか気がついた？」

「なにが？」とセドリック。

「見えるんだよ！　地ち下かにいるのに、ここは暗くらくない。」

　オニたちは、上を見ました。広こう大だいな洞どうくつの天てん井じょうが、かすかに光ひかり、弱よわ々よわしくあたりを照てらしています。目の前まえにひろがる湖みずうみは、巨きょ大だい魚ぎょがもぐっていってしまったので、水すい面めんがふたたび静しずかになっていました。

「さて、どうする？」とボブ。

「ぼくたちが来きた目もく的てきのものを、いただくのさ」とバート。

「そうだった。はーっはっはっは！　……て、なにしに来きたんだっけ？」とセドリック。

「もう、大きい兄にいさんってば！　ゴブリン・キングが持もっているものがほしくて来きたんじゃないか。思おもいだした？」

「ああ。……なんだっけ？」とセドリック。

　バートは、おでこを大きな手でぴしゃり。

「兄にいさんてば、なんてアホなんだ……。」

「んー、そのどこが悪わるいのだ？　オニなんだから、アホだって、よかろう」とセドリック。

　バートは、それも考かんがえました。

「そうか、言いえてるね。それで、なんで来きたか、思おもいだした？　ゴブリン・キングが持もっているものを、いただくんだよ。」

「思おもいだした！」とボブが突とつ然ぜん言いいました。「でんせつのアレのアレだ。」

　バートはため息いき。

「伝でん説せつの力の指ゆび輪わだよ。そうすれば、ぼくたち、毎まい朝あさ毎まい晩ばん変へん身しんしなくてすむんだ。そうだろ？」
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「そうだ、そうだ！」と二匹ひきのオニたち。

「おっ！　あっちにトンネルがあるぞ」とボブ。

　小さなトンネル。岸きし辺べから洞どうくつの奥おくへ行いけそうです。もう一いち度ど泳およぐのでなければ、ほかに行いく道みちはなく、どう見てもそのトンネルを行いくしかありません。

　そのときです。なんの前まえぶれもなく、そのトンネルの入り口から、ゴブリンどもが、わらわらと大おお勢ぜい出てきました。数すう千せん匹びきはいそうです。

　バートは、ごくっ。

　ボブも、ごくっ。

　そして、セドリックが言いいました。

「うっしゃあ、野や郎ろうども。ゴブリンたたきゲームのはじまりだ。」
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　ソケット伯はく爵しゃくとソーナがクモと戦たたかい、オニたちがゴブリン千匹びきを湖みずうみにたたき落おとしている間あいだ、クリンサーとラットくんは三つ目の穴あなに落おち、ほかよりずっと浅あさい穴あなだったので、小さくドスンといって、洞どうくつの底そこに落おちました。

　チュウ！　とラットくん。

「わしだって、こんな目にあうのは、はじめてじゃ！」とクリンサー。

　落おちた穴あなにさしこむ、かすかな明あかりを手がかりに、わかったことがふたつ。

　ひとつは、クリンサーが穴あなをのぼっていけるようなところは、どこにもないということ（ラットくんなら、行いけるかもしれませんが）。ふたつ目は、ふたりがいる洞どうくつから、六つのトンネルがのびているということ。

　チュウ……、とラットくん。確かく信しんのない鳴なき方かたでしたが、クリンサーは、ちゃんとそれに気がつきました。

「そう。きわめて難なん問もんじゃのう。」

　チュウ。

「難なん問もん、というのは、なぞってことじゃ。どちらに行いけばいいか、わからん。」

　クリンサーは立ちあがり、トンネルを順じゅん番ばんにひとつひとつ、のぞきました。どれも同おなじように見えます。

「なにかいい案あんがあるかい？　もふもふの、わが友ともよ。」

とクリンサーが問といかけ、ラットくんがチュウ！

「きみの言いうことがわかればいいんだがのう、あの羽は根ねのついた男の子みたいに。でも、きみのほうは、わしの言いうことがわかるようじゃ。わしらは、仲なか間まを見つけないとな。別わかれていてはいかん。ゴブリン・キングをたおすには、九人でないと。九は魔ま法ほうの数すう字じだから。二ではなあ……。わしらだけだと、二だろう？」

　チュウ！

「どちらへ行いったらいいか、わかるかい？」

　クリンサーは、目をこらしてラットくんを見ました。

　ラットくんは、チュウチュウチュウ……！　と十五回かい続つづけて鳴なき、ひとつのトンネルへ、すごい速はやさで走はしっていきました。

「おい、そんなに急いそがず、待まっておくれ！　こっちは、年よりだ。おまけに、きみのほうが、足の数かずが二倍ばいじゃないか！」

　ラットくんは、トンネルに消きえ、クリンサーもあとを追おいます。クリンサーは、ローブの中をバタバタとさがして小さな宝ほう石せきを取とりだしました。小こ声ごえで魔ま法ほうの呪じゅ文もんをとなえると、宝ほう石せきは、ぼうっと緑みどり色いろに光ひかりはじめます。
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「さあ、行いくぞ。さて、あのげっ歯し類るい（＊）のちびっこは、どこに行いったかな。ふう、すばやい動どう物ぶつだな。」

　そうしてクリンサーは、ぶつぶつひとりごとを言いいながら、トンネルに入りました。ほかに道みちもないので、ラットくんとはぐれることはないとわかっていましたが、それでも、もふもふの小さな仲なか間まに会あえたらうれしいでしょう。

　進すすんでいくと、トンネルの中が、あたたかくなりました。さっきまでいた洞どうくつは、とても寒さむかったのに。

　クリンサーは、どっしりしたローブを着きていましたが、ぬいでるヒマはありません。しかし、トンネルは、どんどん、あたたかくなっていきます。暑あついくらいです。

　魔ま法ほう使つかいは、宝ほう石せきに短みじかく呪じゅ文もんをとなえ、宝ほう石せきがさらに明あかるく光ひかりました。そして、トンネルの曲まがり角かどのところに、ようやく、ラットくんを見つけました。

「おお、いたね！」とクリンサー。

　チュウ！　とラットくん。

　ラットくんは、かなり興こう奮ふんしているようです。興こう奮ふんして、飛とんだりはねたり、クリンサーを見て走はしってくると、クリンサーの目の前まえで、またぴょんぴょん飛とびました。

「なにか見つけたな？　仲なか間まを見つけたのかな。だれだい？　ソケット伯はく爵しゃくか？　それとも、オニたちかな？」

　ラットくんは、もう一いち度どぴょんとはねて、角かどを曲まがり、見えなくなりました。クリンサーは、よっこいしょと、あとをついていきます。

　もっと暑あつくなりました。クリンサーは、ラットくんが見つけた新あたらしい洞どうくつへ入っていきます。

　そこには、だれもいませんでした。そのかわり、そこにあったのは、台だい所どころのようなもの。不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きがただよいます。

　天てん井じょうから長ながいくさりで、大きなお鍋なべがいくつもぶらさがり、地じ獄ごくのかまどのように燃もえさかる火の上で、ぐつぐつ。

　洞どうくつのかべのくぼみは、たなになっていて、奇き妙みょうな食たべ物ものを入れたビンでいっぱい。

　ゆかの上に、調ちょう理り道どう具ぐがささった大きな鍋なべが並ならんでいるようすは、台だい所どころというより、処しょ刑けいを行おこなう部へ屋やのように見えました。

　それでもラットくんは、うれしそうに鼻はなをクンクンしながら、たなに向むかっています。ビンを取とろうとしているのです。クリンサーが言いいました。

「ああ、かわいいのに、おバカじゃな。おなかが空すいたことばかり考かんがえている。仲なか間まを見つけなきゃいかんのに！」

　ラットくんはチュウ！　こんなにおなかが空すいてなければ、みんなをさがしたいよ、という鳴なき方かたです。クリンサーは、近ちかづいて、ラットくんが見つけたものを見ました。

「これは、なんじゃろうな。」

　クリンサーは、緑みどり色いろのドロドロしたものが入った、大きなビンのラベルを見ました。ゴブリン語ごだったので、クリンサーには読よめませんでした。

「さて、ラットくん、これは食たべられるものじゃないと思おもうぞ。だれも来こないうちに、さっさとここを出よう。鍋なべが火にかけてあるのだから、じきにゴブリンが来くるぞ。」

　チュウ！　ラットくんの鳴なき方かたは、食たべてから行いくもん、話はなし合あう気ないもん、と言いっています。もう一いち度ど、クリンサーの方ほうを向むいて、チュウ！　と言いったとき、ラットくんは、なにかを見て、背せ中なかの毛けが逆さか立だち、ヒゲがくるくると丸まるまりました。

　クリンサーは、とてもイヤな予よ感かんがしました。

　ゆっくりふりむくと、一匹ぴきのゴブリンがいました。一匹ぴきだけですが、とても大きいやつです。エプロンをして、金きん属ぞく性せいの大きなスプーンを手に持もっています。

「くっ……。なんてことだ」とクリンサー。
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＊げっ歯し類るい……動どう物ぶつの分ぶん類るいのひとつで、リス、ネズミなどがふくまれる。
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　こうしたことが起おきている間あいだ、エルフは、気き絶ぜつしたレーブンが目を覚さますのを待まっていました。レーブンが「選えらばれし者もの」、かしこいおバカだとクリンサーは言いっていたけれど、エルフはだんだん疑うたがいはじめてきました。疑うたがうといえば、ゴブリン・キングをたおすなんて本ほん当とうにできるのでしょうか。

　ひとつ、うまくいったことは、剣つるぎをレーブンの手に当あてると、レーブンが気き絶ぜつしていても、剣つるぎの歌うたが止とまるということです。これで、エルフは気分が軽かるくなりました。歌うたう剣つるぎは、だれにとっても、イライラの元もと！　ただし、ラットくんは、別べつです。ラットくんは、剣つるぎが歌うたいはじめると、夢ゆめ見みるような顔かおをして、おどりはじめるのです。

　ようやく、レーブンが目を覚さまし、頭あたまをポリポリとかきました。

「ぼくたち、穴あなに落おちたんだっけ。今いまは、『さいごの洞どうくつ』にいるんだよね。」

「そうだったかしら。レーブンってば、すばらしいわね。」

「そう？」

「すばらしく、おバカだわ。」

「そんな悪わる口くち言いわなくてもいいだろ」とレーブン。

「そうかしら。わたしは、この暗くらい洞どうくつの入り口に三十分も座すわって、レーブンてば、ぐうぐうねていて、いつ何なん時どきおそわれるかもしれないのに、なーんにもわかってないんですもの！　わたし、『そんな悪わる口くち』言いう権けん利りあると思おもうわ！」

　エルフの大おお声ごえが終おわると、レーブンは立ちあがりました。

「ごめん。なにもかも、ちょっと重おもくてさ。ゴブリン・キングをたおすなんて、ぼくたち、できないんじゃないか!?」

　エルフは、悲かなしそうに、うなずきます。

「わたしも、同おなじことを考かんがえていた。……わたしも、ごめんね。」

　ふたりは、見つめあって、にっこりしました。

「まず、ここから出る方ほう法ほうを、見つけなきゃね。だって、わたし、この弓ゆみの弦つるをずっと引ひっぱって光ひかりを出し続つづけるわけにはいかないもの。」
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「あ、そうだよね。じゃあ、こっちの道みちへ行いってみよう。仲なか間まのみんなをさがさなきゃ。」

　ふたりは、洞どうくつを出しゅっ発ぱつしました。どちらの方ほう向こうを見ても、同おなじように見えます。

　何なん度どかつまずいたあと、レーブンはエルフのひじをつかみました。

「なに？」

とエルフ。レーブンは、人ひと差さし指ゆびをエルフのくちびるにあてます。

「シッ！　なにか来くる。」

「なにもきこえないわ。」

「ぼくには、きこえる。急いそいで、こっちへ入れ！」

　レーブンはエルフを引ひっぱって、洞どうくつのでこぼこしたかべの、ぐっとくぼんだ所ところに入りました。すぐに、エルフにも、レーブンの言いったとおりだとわかりました。行こう進しんする足音です。そして、洞どうくつの向むこうから来きたのは、ゴブリンたち。数すう百ひゃっ匹ぴきはいるでしょうか。ザッザッザッと行こう進しんしてきます。

「ゴブリン軍ぐんの兵へい隊たいたち！　ああ、レーブン、どうやって、わたしたち勝かてるの？」

　レーブンは、首くびをふり、ゴブリンが通とおりすぎるのを、おそるおそる見つめます。

　やっとゴブリンたちが洞どうくつからいなくなり、エルフたちも先を行いくと、もう弓ゆみの弦つるを光ひからせなくてもよくなりました。ふたりの前ぜん方ぽうに、なぜか赤い光ひかりが見えるのです。

　広ひろい洞どうくつに出ると、その明あかりの元もとがすぐにわかりました。大きな鍾しょう乳にゅう石せきが天てん井じょうからぶらさがり、下からは同おなじように大きな石せき筍じゅん（＊）が、上の鍾しょう乳にゅう石せきにくっつこうと、せりあがっています。そして、洞どうくつの中ちゅう心しんをうねっているのが、明あかりの元もと、真まっ赤かにとけた溶よう岩がんの川です。高こう温おんのため赤く、ところどころ白く光ひかっています。溶よう岩がんの川は、洞どうくつの中でチラチラゆれ、あやしい光ひかりがはなたれ、ゾッとする光こう景けいでした。

「ひええ！　あれ見てよ！」

　レーブンが指ゆびさしたのは、溶よう岩がんの川にかかる橋はしの残ざんがいです。ある時じ点てんで、橋はしはとけおちてしまったのでしょう。溶よう岩がんの川をわたる道みちはありません。

「うーんと、それなら、もと来きた道みちをもどればいいのよ」とエルフ。

　ふたりが川に背せをむけて行いこうとしたとき、足音がザッザッときこえ、そして、来きた道みちから出てきたのは、おそろしいゴブリンの軍ぐん団だん！

　ゴブリンたちは、エルフとレーブンを見ると、声こえをあげて、おそいかかってきました。

「にげろ！」とレーブン。

「どこへ!?　どこにも行いき場ばがないわ！」

「あそこだ！」

　レーブンは、溶よう岩がんの川を指ゆびさしました。

「ええっ!?」

　エルフはさけびます。レーブンの考かんがえていることが、わかったのです。

　溶よう岩がんの川に、固かたい岩いわがいくつかうかび、流ながれています。タイミングさえあえば、その岩いわをふみ石のようにぽんぽんわたって、向むこう岸ぎしに行いけるかもしれません。

「いやよ！」とエルフ。

　しかし、もうレーブンは、空中に飛とびあがっていました。

　よろっ、とレーブンはよろけましたが、なんとか近ちかくの岩いわに乗のって手をついています。こっちを見て、

「おいでよ！」

　エルフは、思おもいっきり飛とび、レーブンがエルフをキャッチ！
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　ゴブリンたちは、いかりくるって大おお声ごえを出し、その間あいだにも、エルフとレーブンは、川の真まん中なかにある、次つぎの大きな岩いわへジャンプ！

　ゴブリンのわめき声ごえが大きくなりました。

　いや、そう見えましたが、エルフがあることに気がつきました。

「笑わらってる！　どうして、ゴブリンが、笑わらってるの？」

　エルフは、先のほうをチラッ。ゴブリンたちが見たものがわかりました。そして、ゴブリンたちは、どんどん増ふえ、もうそちらへ引ひきかえすことはできません。

　エルフとレーブンは、流ながされていく岩いわの上で、立ちすくみました。流ながれの先は、せまいふたつのトンネルにわかれていたのです。

「ムリ……。」

と、エルフは言いいかけて悲ひ鳴めいを上げました。ふたりの乗のっていた岩いわが真まっぷたつに割われます。片かた方ほうにエルフ、もう片かた方ほうにレーブン。

　考かんがえる間まもなく、ふたりの乗のったそれぞれの岩いわは、別べつ々べつの溶よう岩がん流りゅうのトンネルへと消きえてゆきます。ゴブリンたちの喜よろこぶ声こえが、ふたりの耳にガンガンひびきました。
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＊石せき筍じゅん……鍾しょう乳にゅう洞どうの地じ面めんからのびる石の柱はしら。
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　エルフは、ズィィーと動うごきながら、なんで、こんなに大たい変へんな目に……、と考かんがえていました。「おそろしの森」で、家か族ぞくと友ともだちがそばにいたときには、人生は単たん純じゅんでした。しかし、エルフの住すんでいた家いえがぺしゃんこになったのがはじまりで、それから、エルフの人生は危き険けんだらけじゃありませんか。

　エルフは、おこりはじめて、耳が溶よう岩がんのように真まっ赤かになり、そして、おこる相あい手てがいないので、もっとおこりました。

　エルフの乗のった固かたい岩いわが溶よう岩がん流りゅうの川をズィィーと進すすむうちに、とつぜん、広ひろい洞どうくつに出ました。

　さほど遠とおくないところに岸きしがありますが、ジャンプするには遠とおい。エルフは、いいことを思おもいつきました。魔ま法ほうの弓ゆみの使つかい方かたがわかるようになるまで、エルフは、いろいろな変へんなものを弓ゆみから出しています。最さい初しょのころ、オニたちを氷こおりのかたまりに閉とじこめたことがありました。もし、溶よう岩がんをこおらせることができたら、安あん全ぜんにわたれないでしょうか。

　時じ間かんはありません。次つぎのトンネルが、前まえにせまってきました。エルフは、溶よう岩がんめがけて、弓ゆみを射います。しかし、あわてていたので、全ぜん然ぜんうまくいきませんでした。変へんなものばかりが弓ゆみから出てきます。かさ、それからニワトリ（焼やき鳥とりになる前まえに、羽はばたいて飛とんでいきました）、たるからリンゴがバラバラ、虹にじが四つ、最さい後ごに、大きな古ふる時ど計けいがひとつ。

　時と計けいは、向むこうの岸きしに当あたり、こちらへはねかえったひょうしに、はじっこがエルフの岩いわに乗のり、岸きしへ向むかう小さな橋はしになりました。

　ぐらぐらしていますが、時じ間かんはありません。エルフは、古ふる時ど計けいをトントンとわたって岸きしへ。同どう時じに、古ふる時ど計けいが燃もえさかる溶よう岩がんに落おちて、ジュッとけむりとなって消きえました。

「ふぅ～」とエルフ。あたりを見み回まわします。

　またしても、別べつの洞どうくつです。鍾しょう乳にゅう石せきと石せき筍じゅんがならび、怪かい物ぶつの顔かおのような変へんな形かたちになっていました。

　そのうちのひとつは、まさに本ほん物もののよう。巨きょ大だいな岩いわのばけもののように見えました。エルフは、本ほん物ものじゃないかと、もう一いち度どよく見ました。三度ど目めに見み直なおした時とき、絶ぜっ対たい、動うごいた、と思おもいました。四度ど目めに見ると、目が開ひらき、大きなおそろしい口が開あいて、歯はがむきだしに……ギラリ！

「レーブンってば、かんじんな時ときにどこに行いったのよぅ[image: ]。いやーっ！」

　岩いわのばけものは、ゆっくりと立ちあがり、ずしーん、ずしーん、とエルフの方ほうへ向むかってきます。

　エルフは、もう一いち度ど弓ゆみを引ひき、すると今こん回かいは、エルフのほしいものが出ました。弦つるから出たのは、本ほん物もののするどい矢や。しかし、ばけものに当あたっても、岩いわの体からだに当あたるかわいた小こ枝えだのように、ピンピンはね返かえされてしまいます。

「ああっ！」とエルフ。

　もう一いち度ど！　ばけものが近ちかづいてくるので、エルフは後うしろに下がりながら弓ゆみを射いると、出たのは羽う毛もうのクッションがひとつ。

　ばけものはクシャミを二回かいしましたが、ほかにまったくダメージはありません。足がもつれながらも、エルフへせまってきます。助たすかるチャンスはあと、一回かいだけ、とエルフにはわかりました。

　このとき、エルフは真しん剣けんに集しゅう中ちゅうしました。弓ゆみから出てきたのは、目のくらむような光ひかり。まぶしくて、エルフは目を閉とじます。
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　目を開ひらくと、エルフの前まえには、なにもいませんでした。そこに見えるのは、どろりとした、とけた岩いわのあとだけ。

「わーい！　レーブン、やったわ！」

　と、声こえが止とまりました。

　すごく、さびしい。レーブンや、ほかの仲なか間まは、ずっとはなれたところにいるのです。

「よし。こうしていてもしかたないわ。歩あるいていかなくちゃ。みんなをさがすんだ。」

　エルフは、外そとへ出る道みちをさがして出しゅっ発ぱつしました。どこにも出口はないと思おもいはじめたとき、やっと小さなトンネルを見つけました。エルフが立ったままでは入はいれないような高たかさです。かがんで、中の暗くらやみへ入り、また弓ゆみの弦つるを引ひいて、光ひかるようにしました。

　上へ上へとのぼり、きついカーブを曲まがると、その先の道みちは曲まがりくねっています。トンネルは、ゴツゴツした灰はい色いろの岩いわで、ずっと同おなじように見えました。このまま外そとへ出られないのではと思おもった瞬しゅん間かん、でこぼこした地じ面めんの上の何なにかにつまずき、両りょう手てをつきました。

　弓ゆみを落おとしましたが、おどろいたことに、まだ明あかりがあります。

　そして、もっとおどろいたことに、エルフの鼻はな先さきには、毛け深ぶかい大きな足。足の指ゆび先さきには、ゾッとするような長ながいツメ。切きればいいのにと思おもいました。

　エルフが頭あたまを上げると、おそろしいゴブリンの顔かおと目が合あいました。顔かおがニヤニヤ笑わらっています。片かた手てに、燃もえさかるたいまつ、もう片かた手てに大きな布ぬの袋ぶくろ。

「ゴブリン・キングに会あうまで、待まっていな！」

　ゴブリンは、ウッシッシと笑わらい、エルフはにげる間まもなく、気づいたらもう袋ふくろの中に入れられていました。
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　エルフがひどい目にあっているとしたら、レーブンの方ほうも、それより良よい目にあっているとは、まったくいえませんでした。

「ひえええ！」

　エルフと別べつの溶よう岩がんトンネルに消きえながら、レーブンはさけびました。

「エルフー！　こっち、来きてー！」

　でもエルフはそんなことできないし、溶よう岩がんの川をこおらせることもできず、レーブンは、ひとりぼっちで、ゆれる岩いわの上。溶よう岩がんの流ながれはだんだん速はやく、ゆれもひどくなってきて、レーブンは両りょう手てを広ひろげてバランスをとりました。

　そして、気がつくと、もっとひどいことが起おきています。レーブンの立っている岩いわが、くずれてきているのです。ぼろ、ぼろ、と小さなかたまりがはなれていき、乗のっている岩いわはどんどんどんどん小さくなります。すぐに、なくなってしまうでしょう。そしたらレーブンはとけちゃうどころか、一いっ瞬しゅんで羽は根ねにボッと火がつくように燃もえてしまいます。

「ひえええええ！」

　岩いわがど真まん中なかでふたつに割われ、レーブンの足がそれぞれ、別べつ々べつの岩いわに！

　ふたつの岩いわは、左右にはなれていきます。レーブンは、もっと大きな岩いわへジャンプ。でも、その岩いわもくずれはじめてきました。
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　大あわてで、あたりを見み回まわします。トンネルのかべはごつごつしていて、つかまることができそうです。

　そのためには、今いまの流ながれる岩いわから、かべへ大きくジャンプしないといけません。はたして、とどくか。でも、ほかに方ほう法ほうは……ない。

　レーブンは、思おもいっきりジャンプ！　そして、たぐいまれなる木き登のぼりの才さい能のうのおかげで、岩いわかべに、はりつくことができました。

「ああ、もう、気を失うしないそう……。」

　だれにともなく言いいましたが、今いま、気き絶ぜつしたらダメなのもわかっています。

　ゆっくりと、かべにそって進すすみます。木き登のぼりの応おう用ようで、楽らく々らくといけました。

　ただ、問もん題だいは……、どこにも行いきつく場ば所しょがないのです。川はえんえんと続つづき、しかも暑あつい。岩いわがとけるほどの熱ねつですから、レーブンは、これまでにないくらいたくさんのあせをかき、ぐっしょり。手がすべりやすくなっています。

　ようやく、トンネルが広ひろく、天てん井じょうが高たかくなるのが見えてきて、レーブンは広ひろい洞どうくつに入りました。見たこともないような、とても広ひろいところです。そして、ここも溶よう岩がんの川で赤く光ひかっていました。

　レーブンは、川の岩いわかべをゆっくりつたって、無ぶ事じに地じ面めんにおります。

　どこか遠とおくから、音がきこえました。明あかりもチラチラと光ひかっていました。

　これは、そっと近ちかづいていって、なにが起おきているか確たしかめるしかないと、レーブンは思おもいました。ゆっくり、でもできるだけ速はやく、レーブンにしかできない動うごきで、あちらこちらへかくれ、こっそり進すすみます。だんだん明あかるくなり、ガヤガヤした音も大きくなってきました。

　同おなじ言こと葉ばを何なん度ども、唱となえているのがきこえます。大おお声ごえ、どなり声ごえ、どう猛もうな声こえ。レーブンは骨ほねの髄ずいまでふるえあがりました。角かどを曲まがると、おそろしい影かげが洞どうくつのかべに映うつっていました。見たくもない影かげです。ゴブリンたちが、やりや剣けんをふりまわして、おどる影かげ。

　レーブンは、またふるえました。こんなおそろしい生いき物ものを支し配はいしているのは、どうしたってパワーの強つよい、超ちょう絶ぜつに強つよいやつにちがいありません。ゴブリン族ぞくで最もっともおそろしい、ゴブリン・キング。レーブンは、「歌うたう剣つるぎ」と「月のなみだ」の使つかい方かたがわかったとしても、勝かてっこない、と思おもいました。

「月のなみだ」のことを考かんがえたら、エルフのことを思おもいだしました。

　無ぶ事じでいてくれ。ただただエルフが無ぶ事じでいますように、とレーブンは思おもいました。

　トンネルの角かどから、レーブンは頭あたまを出して、やめておけばよかった、と思おもいました。

　ゴブリンたちのうたげの、ど真まん中なかに出てしまったようです。千匹びきのゴブリンの目め玉だまが、レーブンを見ました。

「ひえっ！」

　小さな声こえで言いうと、なにもできないうちに、二匹ひきのたくましいゴブリンにかかえあげられ、洞どうくつの真まん中なかに連つれていかれました。

　そこには、レーブンの仲なか間またちの姿すがたがありました。

　みんな、木のおりに閉とじこめられて、おまけに溶よう岩がんの川の上に、ぶらさげられています。

　クリンサーのおりでは、服ふくのローブから、ラットくんが顔かおをのぞかせています。

　別べつのおりには、ソケット伯はく爵しゃく。

　三つの別べつ々べつのおりに、オニたち。レーブンに手をふり、「ヤッホー」とか「よお、鳥とりみたいなやつ」とか言いっています。

　最さい後ごのおりには、エルフ。弓ゆみはなく、悲かなしそうに、同どう時じに、こわがっているようにも見えました。

　近ちかくの地じ面めんに落おちているものは、丸まるめられたじゅうたん、水の入ったビン。

「えっ、レーブンまで！」とエルフ。

　レーブンは、肩かたをすくめました。

「うん。ぼくも、つかまった」とレーブン。

　とつぜん、さわいでいたゴブリンたちが、静しずまりかえりました。こわいのは、これだけ広ひろい場ば所しょで、こんなに大おお勢ぜいのゴブリンが物もの音おとひとつ立てないこと。

　エルフとレーブンたちには、理り由ゆうがわかりました。ささやき声ごえが洞どうくつに広ひろがります。

　彼かれらの王おう、ゴブリン・キングが来くるのです！

　レーブンは、手から剣つるぎがとられるのを感かんじました。剣つるぎは、すぐに、あまったるいラブソングを歌うたいはじめます。その時とき、レーブンの目に飛とびこんできたのは、巨きょ大だいな影かげ。ゴブリン・キングの影かげが大きくなります。

　ゴブリンたちは、ひざまずき、こうべをたれました。そして……彼かれらの主しゅ君くんゴブリン・キングが現あらわれました。

　あのゴブリン・キングです。まっすぐレーブンのところへ、つかつかとやってきます。レーブンは、こわすぎて、しばらく気がつきませんでしたが、ゴブリン・キングは、少すこしも大きくないのです。むしろ、小さいほう、まったく小さい。あんまり小さいので、レーブンは上から見下ろしました。
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　そして、ゴブリン・キングは口を開ひらきました。

　レーブンがきいたことのないような、キーキー声ごえです。

「そうか、お前まえか。お前まえが、オレ様さまを殺ころそうとしとるのか！」

　レーブンは、笑わらっていいのか泣ないていいのか、わからなくなりました。そこで、両りょう方ほうともやって、気を失うしないました。
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　ゴブリン・キングは小さいかもしれませんが、レーブンが今いままで見たなかでも一いち番ばん、気き分ぶんが悪わるくなるような生いき物ものでした。目が覚さめた時とき、ゴブリン・キングのおそろしい顔かおに見つめられて、ちっともうれしくありませんでした。

　ゴブリン・キングの見た目は、こわいだけでなく、すごーく、すごーく、いじわるな顔かおをしているのです。

　ゴブリン・キングは、ニヤリと笑わらいました。

「ここへしのびこんで、仲なか間まがいれば、オレ様さまを殺ころせると思おもったか！」

　レーブンは、ぶるぶるふるえて、ちゃんとしゃべれません。

「こ、こ、こ、殺ころす必ひつ要ようはないんです」とレーブン。

　ゴブリン・キングは、おもしろがっているようでした。

「ほー、そうか。どうしてだ。完かん全ぜん武ぶ装そうしてるじゃないか、剣つるぎに、弓ゆみに、……、じゅうたん。」

「殺ころす必ひつ要ようはないんです。世せ界かいを侵しん略りゃくするのをやめて、ゴブリンの軍ぐん隊たいをすべて引ひきあげると約やく束そくしてくれれば。」

　ゴブリン・キングは、レーブンを穴あなの開あくほど見つめると、口をぽかーんと開あけ、どっと笑わらいはじめました。

「くっだらねー！　侵しん略りゃくをやめろだと！　なんでオレ様さまがやめなきゃいけない？　もうすぐこの世せ界かいはすべて、オレ様さまの、小さな悪わるいゴブリンたちが征せい服ふくできるのに、やめるわけないだろ！」

　レーブンは、びっくびく。ゴブリン・キングは、目の前まえでドンと足を鳴ならしました。

「で、でも……なぜ？」とレーブン。

「なぜって、なんだ？」と悪あくのゴブリンを支し配はいする王おう。

「なぜ、世せ界かいを征せい服ふくしたいんですか？」

「なぜ……だと？」

　ゴブリン・キングは、どなりました。小さなキーキー声ごえで、ですが。

「そうです。なぜ？」

　ゴブリン・キングは、いかりくるって、いかりでポンッと破はれつするんじゃないかとレーブンは思おもいました。だったらいいのに。みんな、家いえに帰かえれる……。

　エルフが、おりの中からレーブンに手をふり、勇ゆう気きづけようとしましたが、ちっとも、ききません。オニたちが、親おや指ゆびを立てて、大きくグッとしました。それも、ききません。

「なぜ……だとぉぉ」とゴブリン・キングは、くり返かえします。

「そうです。なぜ？」

「なぜだか、言いってやる！」と悪あくの支し配はい者しゃゴブリン・キング。「オレ様さまがそうしたいからだ！　それが理り由ゆうだ！」

「それは理り由ゆうにならないです」とレーブン。

「なるさ！　オレ様さまが、そう言いえば、そうなんだ。お前まえのようなやつは、たくさん見てきた。いつも、オレ様さまのことを上から目め線せんで見くだしやがって。オレ様さまの言いうことを真しん剣けんに受うけとめないんだ。だろっ！　さあどうだ、これで、真しん剣けんに受うけとめるだろ！」

　話はなしながら、ゴブリン・キングは足をどんどん鳴ならして、夢む中ちゅうになってしゃべりました。レーブンは、あることに気がつきました。ゴブリン・キングが言いっていないこと、です。

「すみません」とレーブン。

　ゴブリン・キングは、レーブンを、じとっと見ます。

「なんだ！」

「あ、あの、ぼく、よくわからないんですけど、ただ、あなたみたいな小さな生いき物ものが、そんなにおこるなんて……。」

　エルフは、あちゃーっ、という顔かおをしました。

　オニたちまで、大きな手で、顔かおをかくしました。ラットくんは、さっとクリンサーのローブにかくれます。じゅうたんでさえ、ぶるっとふるえて地じ面めんの上で丸まるまるのが、近ちかくにいれば、見えたでしょう。

　レーブンは、ゴブリン・キングの耳から湯ゆ気げがピューッと出るのが見えるようでした。おそろしい小さなばけものは、その場ばでぴょんぴょん飛とびはねています。

「オレ様さまは、小さくなんかないっ！　二に度どと、言いうな！　お前まえなんか殺ころして、もう一回かい生きかえらせて、また殺ころしてやるんだからな！　お前まえみたいなやつは、みんなそうだ。いつも見くだしやがって。はーっはっは、オレ様さまが世せ界かいを支し配はいすれば、それも終おわりだっ！」

　レーブンは、手をあげて、別べつの質しつ問もんをしました。

「すみません、つまり、世せ界かいを征せい服ふくするのは、ただ……、ほんとは、あなたが……、要ようするに……、体からだが小さいからですか？」

　エルフは、口だけ動うごかして「きゃっ」と言いったまま、気き絶ぜつしました。

　クリンサーは、ラットくんといっしょに、着きているローブにかくれようとします。

　オニたちは、三匹びきでだきあい、「おそろしの森」の家いえから出なければよかったと思おもいました。セドリックは、レーブンに親おや指ゆびを下げてダメ出しのポーズをし、目をかくしました。

　レーブンは、目をぱちぱち。ゴブリン・キングの答こたえを待まっています。しかし、ゴブリン・キングは、横よこを向むき、近ちかくのゴブリンに手をふりました。

「こいつら、全ぜん員いん、ろうやに入れろっ！　殺ころすのに、いっちばん痛いたい方ほう法ほうを考かんがえてやる。それから、こいつらの武ぶ器きを、全ぜん部ぶ溶よう岩がんの中へ捨すてるんだ。」

　そう言いって、ゴブリン・キングは、耳から湯ゆ気げを出して、足音もあらく、来きた方ほうへもどっていきました。

　手下のゴブリンの手が、あらあらしくレーブンをつかみ、ほかの仲なか間まも天てん井じょうからおろされました。みんな手を後うしろでしばられて、引ひっぱられていきます。

　歩あるきながら、みんなに見えたのは、一匹ぴきのゴブリンが「歌うたう剣つるぎ」を拾ひろいあげ、赤く光ひかる溶よう岩がんの穴あなにポイッと捨すてるところ。

「やめろ！」とレーブン。

　剣つるぎに続つづいて、「月のなみだ」も。

「やめてーっ！」とエルフ。

　そして、みんな、恐きょう怖ふに目を見み開ひらきました。別べつのゴブリンが、じゅうたんを拾ひろいあげ、穴あなへ……ポイッ。

「うわああ！　ソーナ！」

とみんなさけびました。なんとか自じ由ゆうになろうと、もがきましたが、ダメでした。
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　すぐに、入り口に鉄てつ格ごう子しのついた小さな洞どうくつに入れられました。大きめのゴブリンが、太ふとい金きん属ぞくのカギをガチャリと閉しめます。みんな、へたりこんで、ソーナのことを考かんがえました。いっしょにいて特とくに楽たのしい人ではありませんでしたが、でも、みんな、とても悲かなしかったのです。
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　エルフとレーブンと、ほかの者ものたちは、自じ分ぶんたちのことがかわいそうに思おもえてきました。

　レーブンは、ラットくんをクリンサーの上うわ着ぎから出そうとしましたが、ラットくんは出てきません。

「ラットくん、こわすぎて、足が動うごかないんだ」とレーブン。

「わたしたち、みんな、こわいわよ。オニだって」とエルフ。

　オニたちを見ると、ろうやのはじっこで、メソメソしています。

「まったく、あなたたちのことを、こわがっていたなんてね」とエルフ。

「今いまだって、こわがれよ。ぼくたち、これが全ぜん部ぶ終おわったら、きみたちのことを食たべちゃうんだからね」と小さなオニのバート。

「そうなんだ？」と中くらいのボブ。

「そうだよな」と大きいセドリック。

「あの、その話はなしをむしかえすの、やめない？」とレーブン。

　エルフは、オニたちに向むかって、

「それより、泣なきやんでよ。大きな赤ちゃんみたい。」

「だってさ、ぼくたち、こんなに遠とおくまで来きたのに、目もく的てきの物ものを手に入れられないんだもの」とバート。

「そうか……。ところで、それって、なんですか？」とレーブン。

　バートは、ボブを見て、セドリックはバートを見て、三匹びきとも肩かたをすくめ、「こいつらに話はなしても、いいと思おもうぞ」と三匹びきが同どう時じに言いいました。

　ボブが説せつ明めいします。

「ここに来きたのは、『でんせつのアレのアレ』を手に入れるためだ。」

　バートは、ボブの頭あたまのてっぺんをコツン。

「ここに来きたのは、『伝でん説せつの魔ま法ほうの指ゆび輪わ』のため、でしょ。」

「なんだって？」とソケット伯はく爵しゃく。

「伝でん説せつの魔ま法ほうの指ゆび輪わ。その指ゆび輪わの力で、変へん身しんしないようにするんだ。」

　レーブンとエルフは、バートを見つめます。

「それは、ゴブリン・キングが持もってるの？」

「持もっているのは、知しってるんだ。秘ひ密みつの博はく物ぶつ館かんがあるんだって。ただし、もう秘ひ密みつじゃないけどね。去きょ年ねん、ぼくたちがゴブリンをぶんなぐって、ききだしたから。そして、その博はく物ぶつ館かんに、ゴブリン・キングは、ありとあらゆる魔ま法ほうの品しなをしまっているんだ。その中には……。」

「でんせつのアレのアレ！」とセドリック。

　バートは、自じ分ぶんのおでこをピシャリ。でも、うなずきます。

「そのとおり」とバート。

「だから、ぼくたちと来きたのか！　指ゆび輪わを手に入れて、ずっと人にん間げんでいられるように！」

「ちがう」とバート。

「ちがうの？」とレーブン。

「ちがう。ぼくたちは、オニでいるのが好すきなんだ。ぼくたちがイヤなのは、毎まい朝あさ毎まい晩ばん、変へん身しんするところだ。あれ、痛いたいんだもん！　指ゆび輪わを手に入れたら、ずっとオニでいられるだろ？」

　レーブンは、やれやれ、と首くびをふりました。

「オニたちって、ほんとバカみたい。オニでいたいなんて……」とレーブン。

　ボブが口を開ひらきます。

「そうでもないさ。オレたち、人の姿すがただと、イケメンだろ。でも、自じ分ぶんでそう言いえないじゃんか。でも、オニって、もともとカッコイイって言いわれる存そん在ざいだからさ～。だから、オニでいるほうが、ずっと幸しあわせなんだ。」

「そうそう。ほめられるの、大だい好すき」とセドリック。

　エルフは、レーブンの肩かたに手をおきました。

「これ以い上じょう、言いうことないわ。オニたちって、みかけより、頭あたまがいいのね。」

「うーん、伝でん説せつの魔ま法ほうの指ゆび輪わじゃが、きいたことが、あるぞ」とクリンサー。

「きみたちだけが、自じ分ぶんとちがう自じ分ぶんになりたいわけじゃないんだ」とソケット。

「なんだって？」とバート。

「今いまの自じ分ぶんのままで幸しあわせじゃないのは、きみたちだけじゃない。じゅうたんの、ソーナ。彼かの女じょも、元もとは、ふつうの女の子だったんだ。でも、今いまは、じゅうたんのパイロットにされている。」
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　みんなが、ソケット伯はく爵しゃくを見ました。

「どうやって、知しったの？」とエルフ。

「彼かの女じょが話はなしてくれたんだ」と伯はく爵しゃく。

「あの人と、話はなしができたの？」

　ソケットは、うなずきます。

「まあ……。そんなことできる人、あなただけね。」

「うん。彼かの女じょは、じゅうたんではなく、もう一いち度ど、人にん間げんにもどりたいと思おもっているんだ。だから、いつも機き嫌げんが悪わるいんだよ。」

「それなら、このクリンサーが助たすけてあげられたのに。そうと知しっていれば……。かんたんな呪じゅ文もんで、魔ま法ほうがとけたんじゃが。」

　そうして、みんな、またソーナのことを考かんがえて、悲かなしくなってしまいました。どんなに、ふつうの人にん間げんになりたかったでしょう。

　オニたちと同おなじように。いや、ちょっとちがいますか。




　レーブンもエルフもほかのみんなも、そのとき知しらなかったことですが、ソーナは、チリチリに燃もえてはいませんでした。

　ソーナも、歌うたう剣つるぎも、月のなみだも、ゴブリンが、溶よう岩がんの穴あなに捨すてたように見えましたが、実じっ際さいは、見えないところにある、穴あなのすぐ下の岩いわだなに落おとしたのです。そこでは、三匹びきのゴブリンが、落おちてきた物ものをつかまえて、せっせとゴブリン・キングの秘ひ密みつの博はく物ぶつ館かんへ運はこんでいました。世せ界かい中じゅうから集あつめた魔ま法ほうの品しな々じながならんでいます。

　ゴブリンたちは、「歌うたう剣つるぎ」をガラスケースにおさめて、歌うたっている音がこもるようにしました。それから、「月のなみだ」をたなに置おき、「魔ま法ほうの水、力はなぞ」と書かいたラベルをはりました。最さい後ごに、ソーナを、かべにかけて、かざりました。ソーナは、自じ分ぶんの秘ひ密みつを教おしえてあげるほど、単たん純じゅんではありません。

　ゴブリンたちは、博はく物ぶつ館かんにカギをかけて去さり、部へ屋やは真まっ暗くらになりました。
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　じゅうたんのソーナは、興きょう味み深ぶかい時じ間かんをすごしていました。

　ずっとかべにかけられたまま、「このフックから飛とびたてるかしら」と思おもっていたら、あの二匹ひきのゴブリンがもどってきたのです。二匹ひきは、ゴブリン・キングの博はく物ぶつ館かんに入った新あたらしいアイテムに興きょう味みしんしん。剣つるぎと、なみだと、ソーナのじゅうたん。

「これが、どういうものか、調しらべなくちゃな。」

とゴブリンの一匹ぴきが、もう一匹ぴきに言いいました。

「そりゃあそうだ。ゴブリン・キングさまに、これがなんで、どういう力があるのか、説せつ明めいできなかったら、夕ゆう飯はんまでに、おれたちが食くわれちまうぞ。」

　最さい初しょのゴブリンが、変へんな声こえをあげました。ソーナには「ひええ」と聞きこえました。ソーナが知しっている中で、そんな変へんな音を出すのは、レーブンだけです。エルフも、時とき々どき言いいますけど。

　ゴブリンたちは、まずガラスケースに入った剣つるぎを調しらべました。

　剣つるぎは、恋こいにおちたウサギがラブラブな歌うたを歌うたっています。その歌うたは、もう十五回かいも続つづいていました。

「こいつは、頭あたまにくるなあ……」と最さい初しょのゴブリン。

　二匹ひき目めもうなずきます。

「これには、おそろしい力がこめられているにちがいない。そうじゃなかったら、あの鳥とりの羽は根ねがついた男の子がわざわざ持もってきて、キングさまを殺ころそうとするわけがない。」

「こっちは、なんだろう？」

　二匹ひき目めが「月のなみだ」を見て言いいました。

「月のなみだ」は、たなにぽんと置おかれていて、ただのふつうの水が入ったビンと同おなじ。スゴイようには見えません。

　二匹ひきは、近ちかくでジーッと見て、顔かおを見み合あわせました。

「お前まえ、飲のんでみたらどうだ？」と最さい初しょのゴブリン。

「やだ！　毒どくかもしれねえ。なんだかわからないものは、飲のんじゃいけねえんだ。そんなことも、知しらないのか。」

「じゃあ、オレがちょっとだけ、飲のんでみようか？」

と最さい初しょのゴブリン。

　二匹ひき目めのゴブリンは、少すこし考かんがえて、うなずきました。

「いい考かんがえだ。」

　ゴブリンが「月のなみだ」を飲のんだらどうなるのか、ソーナは息いきを殺ころして見つめました。
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　最さい初しょのゴブリンは、通つう路ろの方ほうを見て、だれも来こないのを確たしかめると、ビンをたなから取とりあげ、コルクをぬき、クンクンにおいをかぎます。ゴクリ。そして、たなへもどしました。

　二匹ひき目めに向むかって、

「おい、どうだ？　変へん化かは、変かわったくぁ？」

「『変へん化かは変かわった』っておかしな言いい方かただが、それ以い外がいは変かわってないぞ。」

と二匹ひき目め。最さい初しょのゴブリンが、顔かおをしかめました。

「じゃあ、実じつはスーパーボディになってるとか？　オレをなぐってみな。」

「なんだって？」

「なぐれって。オレが強つよくなったかどうか、見るんだよ。」

　二匹ひき目めのゴブリンは肩かたをすくめ、最さい初しょのゴブリンの鼻はなへパンチ！　最さい初しょのゴブリンは、後うしろへふっ飛とびました。

「ちがうようだな」と二匹ひき目め。

　最さい初しょのゴブリンが、鼻はなをなでながら、もどってきました。

「いってえ。」

「やれって言いったの、お前まえだろ。」

「もういい。このじゅうたんは、なんだろう。」

　ソーナは、かべで、こおりつきました。正しょう体たいがわかったら、どうしましょう。ソーナはかすかにふるえ、二匹ひきが近ちかづいてきて、指ゆびでつつきました。

　最さい初しょのゴブリンが、笑わらいました。

「ただの、じゅうたんだな。」

「ほんとだ。だけど、外そとのやつらが、飛とんでいるのを見たって言いったぜ。」

「そうだな。だけど、外そとのやつらは、いつも頭あたまがブタ小ご屋やになってるようなやつらだぜ。空そら飛とぶじゅうたん！　ふざけんな。」

「そうだな。お前まえの言いうとおりだ。じゃ、ここから出よう。ケースからもれてくる、あの剣つるぎの歌うたで、頭あたまが痛いたくなりそうだ。」

「そうかい。そんなに悪わるくないけどなあ。」

と、最さい初しょのゴブリン。

「悪わるくないだって？　お前まえの鼻はなを、強つよくなぐりすぎたかな。脳のうみそが耳の穴あなへでも、入ったか？」と二匹ひき目め。

「行いこうぜ。」

　そして、ゴブリンたちは行いってしまいました。

　ソーナは安あん心しんして、ほっ。これからどうしようか、と思おもいました。かべのフックから飛とびたつことはできそうですが、空そら飛とぶじゅうたんには、航こう空くう規き則そくがあるのです。ソーナは、空そら飛とぶじゅうたんに変かえられたのはいやでしたが、ひとつだけ心こころに決きめていたことがあります。じゅうたんでいなければならないなら、飛とぶ時ときの規き則そくはきちんと守まもるということです。

　規き則そくの最さい初しょで習ならったのが、「空そら飛とぶじゅうたんは、乗じょう客きゃくなしに、ひとりで飛とんではいけない」ということでした。

「規き則そくよ、ソーナ」と、ソーナは声こえに出して言いいました。

　それから、とびらと反はん対たい側がわにある、洞どうくつの奥おくを見ました。今いままでに会あった人たちのことを考かんがえました。みんなは、どこかわからない、ひどいろうやに入れられ、ゴブリン・キングの処しょ刑けいを待まっている……。カラスみたいな男の子、妖よう精せいみたいな女の子、だれも見ていない時ときに、じゅうたんのふさをハムハムしていたネズミ、三匹びきのあらあらしい（しかも重おもい）オニたち。変かわった魔ま法ほう使つかい。悪わるい人ではない。それから、もうひとり、お金かね持もちの若わかい伯はく爵しゃく。ソーナに話はなしかけてきた人。最さい初しょは、やな人かと思ったけど、本ほん当とうはとても優やさしい人だった。

　急きゅうに、目になみだがあふれました。

「規き則そくなんか、知しーらないっ！」

　ソーナはさけんで、かべのフックから飛とびたつと、できるだけ急いそいで、洞どうくつを飛とんでいきました。
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　ソーナは、稲いな妻ずまのように、どびゅーん！　「さいごの洞どうくつ」のきついカーブのトンネルを、ヒラリ、ヒラリと曲まがって飛とんでいきます。

　一、二度ど、危き機き一いっ髪ぱつのことがありました。もう少すこしで、ゴブリン軍ぐんの行こう進しんする後うしろで、柱はしらに激げき突とつしそうになったり、ゴブリンの台だい所どころの上を、スピードをあげて飛とび、ゴブリンのシェフの真ま上うえを通とおった時ときに、シェフが気きがつきそうになったり……。
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　それから、最さい悪あくなのは、広ひろい洞どうくつの空中高たかくに出たと思おもったら、下で声こえがして、見下ろすと、ゴブリン・キングがいたことです。ゴブリン・キングは、ドスドス歩あるきまわり、隊たい長ちょうたちに、どなっているところでした。

「夕ゆう飯はんまでに、全ぜん世せ界かいを征せい服ふくしろ！　さもなければ……！」

「どうなるのですか、偉い大だいなるゴブリン・キング陛へい下か。」

と、隊たい長ちょうのひとりがききました。「陛へい下か」とつけて、機き嫌げんをとっています。

「さもなければ、信しんじられないような目にあわせてやる！」とゴブリン・キング。

「おお……」と、隊たい長ちょう。

「ひぃぃぃ」と、二番ばん目めの隊たい長ちょう。

「それは、いやですな。ベストをつくします」と、三番ばん目めと四番ばん目めの隊たい長ちょう。

「ベストだと！　そんなこと、言いっててもダメだ。全ぜん世せ界かいを、夕ゆう飯はんまでに、わが手におさめるか、さもなければ……。」

　ゴブリン・キングは、考かんがえています。

「さもなければ、なんですか、陛へい下か。」

「なんでもない。とにかく、やれ！」とゴブリン・キングはキーキー声ごえで言いいました。

「それから、囚しゅう人じんたちだ。思おもいっきりイヤな方ほう法ほうで殺ころしてやる。ひどいやり方かたでな。だれか、オレ様さまがどれだけひどいか、いいアイデアはあるか？」

　ゴブリンの隊たい長ちょうたちは、たがいに目め配くばせして、「おまえが言いえ」「いや、おまえだ」と小こ声ごえで言いい合あっています。すると、ひじで押おしだされて、ひとりが前まえに出ました。目をパチパチ。

「どうだ？」とゴブリン・キング。

「ああ、えーと、あの、その、羽は根ねを持もって、死しぬまでくすぐるといいと思おもいます！」

　ゴブリン・キングは、ジロッ。

「そして、肩かたでも、もんでやるというのか。このバカ者もの！　からっぽ頭あたま！　まぬけ！」

　ゴブリン・キングは、その隊たい長ちょうのむこうずねを、けとばしました。けられても隊たい長ちょうは気にしてないようでしたが、ゴブリン・キングはつまさきをおさえて、しばらくピョンピョンしていました。歯はの間あいだから、しぼりだすように、

「ほかにはっ!?」

「ええっと、ネズミを何なん匹びきか持もってきて……。」

　ソーナは、もう十じゅう分ぶんだと思おもいました。できるだけ静しずかに、処しょ刑けいの方ほう法ほうをこれ以い上じょう、きかなくてすむように飛とんでいきます。

　仲なか間またちが閉とじこめられているところは、もう見つからないんじゃないか……、そう思おもいながら、ソーナはスピードを上げました。時じ間かんがないのは、わかっています。

「夕ゆう飯はんの時じ間かんですって！　すぐじゃないの。わたしたち、世せ界かいを救すくわなきゃ！」

　じゅうたんにされてから初はじめて、ソーナは、自じ分ぶんのことではなく、ほかの人のことを考かんがえているのに気がつき、少すこしおどろきました。そして、そのほうが好すきだ、と思おもいました。

　とつぜん、鉄てつ格ごう子しのついた小さな洞どうくつが見えました。ピンときたソーナは、そちらへ向むかいます。

　中に、彼かの女じょの仲なか間まがいました。胸むねのしめつけられるような光こう景けいです。みんな、温あたたかさとなぐさめをもとめて、丸まるくなってくっつきながら、ねむっているのです。

　レーブンは、親おや指ゆびを口にくわえていました。オニたちまで指ゆびをくわえ、大きなセドリックはボブの口に親おや指ゆびを入れていました。

「お・き・て！」

　ソーナが、思おもいきって大きな声こえを出します。

　だれも動うごきません。ラットくんでさえ、ずっとこわい思おもいをしたため、つかれきって、ヒゲの一本も動うごきません。ソーナは、もう少すこし大きな声こえを出しました。

「起おきてってば！」

　悲ひ鳴めいのように言いいましたが、ひとりも動うごきません。

　しーん。

「こうするしか、ないわね。」

　ソーナは、難むずかしい超ちょう絶ぜつ飛ひ行こうをすることにしました。縦たてになって鉄てつ格ごう子しの間あいだを通とおりぬけるのです。たいへんでしたが、きっちり、こなしました。みんな、ねていて、だれも見ていないのが、少すこし残ざん念ねんです。

　通とおりぬけたところで、まっすぐレーブンの頭あたまの上へ飛とび、すぐにレーブンを起おこしました。

「わっ！」

　レーブンは、目の前まえのソーナを見て、泣なきそうになります。

「これは、夢ゆめだ。悪あく夢むだ。かわいそうなソーナ！」

　そして、くすんくすんと鼻はなをすする音で、エルフも目が覚さめました。ソーナが、言いいました。

「夢ゆめじゃないですっ！　目が覚さめたのよ、もうっ。」

「夢ゆめじゃない!?　じゃあ、きみは、ゆうれいだ。ああ、ソーナ！」

　そして、レーブンは両りょう手てに顔かおをうずめ、エルフも、

「キャッ！　ゆうれい！　ゆうれい！」

　これが、しばらく続つづいて、ソーナはだんだんムッとしてきて、ひとりひとり起おこしては、「ちがう、夢ゆめじゃないの。ええ、本ほん当とうに生きています、ゆうれいじゃありません」と言いいつづけました。

　ようやく全ぜん員いん目を覚さまして、状じょう況きょうがわかってきました。セドリックは、ボブをつかまえて地じ面めんに、溶よう岩がんの穴あなの図ず（下に、たながある）をかかせ、やっと、納なっ得とくしました。

「死しんでない？」と言いって、ソーナを見ます。

「よかった！」とソケット伯はく爵しゃくは言いって、飛とんでいるじゅうたんに、だきつきました。
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　ソーナは、だきしめられたまま、とまどったような顔かお。

「なんか、照てれちゃう……」と、レーブンはクリンサーに言いいました。

「どうやら、伯はく爵しゃくはソーナに恋こいしたようじゃな。」

「じゅうたんに恋こい!?」とレーブン。

「ちがう！」

と、ソケット伯はく爵しゃくは、ソーナから一いっ歩ぽはなれました。

　ソーナは、伯はく爵しゃくの顔かおを、じっと見つめます。

「いや、つまり、わたしは、じゅうたんではなく、ひとりの女の子に恋こいしたんだ。」

　伯はく爵しゃくは、子ネコを見つめるように、うっとりとソーナにほほえみ、ソーナも、子犬を見つめるように、見つめかえします。

「今いま、なんて？」とソーナ。

「ただ、きみが、本ほん物ものの女の子だったら……」と、伯はく爵しゃくはため息いき。

　クリンサーが声こえをかけました。

「言いっただろう、その魔ま法ほうはかんたんにとけるぞ。こうして……。」

「待まって！　やらないで！」とエルフ。

「やるなって!?」と伯はく爵しゃくがさけびます。

「やるなって？」とレーブンもききました。

「ダメよ！　もしソーナが、人にん間げんにもどるなら、ろうやの外そとに出てからのほうがいいと思おもわない？」

「ああ、そのとおりじゃ！」

とクリンサーが言いいました。
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　パッと、ソーナは鉄てつ格ごう子しの間あいだから外そとに出ました。今こん回かいは、そのすばやく縦たてになるテクニックに、ソケット伯はく爵しゃくから、はく手がおきました。

　ソーナは、上下に飛とんだり、うかんだり、ふるえたりを、いっぺんにやりながら、自じ分ぶんを空そら飛とぶじゅうたんに変かえた魔ま法ほうを、クリンサーがとくのを待まっています。

　魔ま法ほう使つかいは、ばたばたとローブの中をさがして、小さなふくろを取とりだし、そのふくろから、よごれた、なんのへんてつもない綿わたを取とりだしました。

「それで、魔ま法ほうがとけるの？」とエルフがききました。

「いいや、これは音のためじゃ」とクリンサー。

「音？」

とレーブンがきく前まえに、クリンサーは、綿わたを両りょう耳みみにつめ、ブツブツ唱となえながら、じゅうたんのほうへ手をふりました。

　バン！

　きいたこともないような大きな音。目もくらむ、まぶしい光ひかりがピカーッ！

　みんなが目を開あけると、そこにはソーナが、まったく魔ま法ほうのかかっていない、ふつうのじゅうたんの上に立っていました。
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　ソーナは、鉄てつ格ごう子しにかけより、クリンサーの鼻はなにキスします。

　クリンサーは変へんな声こえを出して、後うしろにさがり、ソケット伯はく爵しゃくは前まえへ出て、ソーナの前まえに、ひざまずきました。

「ああ、ソーナ。きみは、ぼくが想そう像ぞうしていたより、ずっと美うつくしい。」

　エルフとレーブンは、目を丸まるくして、顔かおを見み合あわせました。

「わたし、ソーナって、もっと背せが高たかいかと思おもった」とエルフ。

「愛いとしい人よ。」

とソケット伯はく爵しゃく。夢ゆめ見るように、じっとソーナの目を見つめて、

「どうか、わたしの妻つまになってくれませんか？」

　ソーナは、にっこり。そのほほえみは、「はい」と言いっていました。オニたちも、ヒューヒューと歓かん声せいをあげます。レーブンが言いいました。

「これは、すてきだねえ。だけど、あの大きな音だ。すぐに、なにが起おきたのかと、ゴブリンたちがやってくるぞ。ぼくたち、まだカギのかかったろうやに入っているし。」

「そうね、でも、わたしは、外そとよ。それに、これを見て！」とソーナ。

　ソーナは、おどってかべぎわへ行いき、そこには大きなカギがフックにかかっていました。

「うっかりもののゴブリンたち！　ああ、地じ面めんの感かん触しょくって、すてき！」

　ソーナはスキップして鉄てつ格ごう子しにもどり、カギを開あけました。

「行いきましょう！　ゴブリン・キングを止とめなきゃ！」

「わかってるし。そもそも、だれの冒ぼう険けんだと思おもってるのよ。」

　エルフが、つぶやきます。

　ソーナは、最さい高こうの気分だったので、エルフの言いうことが気になりませんでした。

「あなたたちは知しらないだろうけど、時じ間かんがないの。ゴブリン・キングは、夕ゆう飯はんの時じ間かんまでに世せ界かいを征せい服ふくするつもりなのよ！」

「ひええ！　さあ行いくぞ！　急いそいで世せ界かいを救すくわなきゃ！」

「レーブンらしいな。それこそ、わたしの好すきなレーブンね！」

とエルフは、ぽろっと言いって……、みんながエルフに注ちゅう目もくっ。

　レーブンは赤くなり、でも、横よこ目めでエルフをチラッ。

「だって、あのふたりがっ！」

　エルフは、あせって、ソケット伯はく爵しゃくとソーナを指ゆびさし、

「だから、あんなこと言いっちゃったのよ。言こと葉ばが出てきちゃったの。『好すき』って言いったのは、つまり……。」

　エルフは、取とり消けそうとしているのに、レーブンは、まだ真まっ赤かです。







[image: ]









　クリンサーがため息いき。

「若わかい人はいいのう。さ、レーブンの言いうとおりじゃ。ここから出ていこう！」

「きみのじゅうたんは、どうする？」とソケット伯はく爵しゃくが、ソーナにききました。

「もう、わたしのじゃないわ。それに、悪わるいけど、もう役やくに立たないの。もう、魔ま法ほうの力はすっかりないから。」

「じゃあ、ここからは歩あるきだね。」

とレーブンが言いって、先せん頭とうに立って通つう路ろを歩あるき、ソーナが博はく物ぶつ館かんのことを、みんなに話はなしました。

「はく……ぶつ……かん？」と、最さい後ごをスタスタと歩あるくセドリック。

「博はく物ぶつ館かん！　ソーナ、伝でん説せつの魔ま法ほうの指ゆび輪わを、そこで見なかった？」とバート。

「いろんな物ものがあったわ。ものすごいコレクションだった。」

「そのことは、今いまは考かんがえないで。『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』が必ひつ要ようよ。わたしの弓ゆみも！」

「あれをどうやって使つかうのか、まだ、わからないんだよなあ。『歌うたう剣つるぎ』と『月のなみだ』だけど」とレーブン。

「わしも、考かんがえているんだが……」とクリンサー。

　ソーナはレーブンの代かわりに先せん頭とうに立ち、博はく物ぶつ館かんへの通つう路ろを案あん内ないします。

　いくつか角かどを曲まがると、ありました。ゴブリン・キングの博はく物ぶつ館かんです。

　だれもいないようでした。たいまつがふたつ、中の物ものを照てらしています。

　みんな、中へなだれこみ、エルフは弓ゆみと「月のなみだ」を取とりました。

　オニたちは、「でんせつのアレのアレ」をさがしまわり、レーブンは「歌うたう剣つるぎ」の入ったガラスケースのそばに立ちました。剣つるぎは、「木のてっぺんとミツバチの歌うた」を歌うたっています。

「ガラスをこわして、剣つるぎをつかめば、歌うたがやむ……」とレーブン。

「そのとおり」とクリンサー。

「なにを考かんがえこんでるの？」とエルフ。

「かしこいおバカの予よ言げんの、残のこりを思おもいだそうとしてるのじゃ。」

　レーブンは、うめきました。

「また、それか。」

「また、それじゃよ。予よ言げんの歌うたは一番ばん、二番ばんと続つづいてるんだ。十六番ばんと十七番ばんを思おもいだそうとしているんだがなあ。」

「十七番ばんもあるの？」とレーブン。

「そうじゃ。でも、三十二番ばんのほうが、ずっと興きょう味み深ぶかいぞ。」

「どうして？　三十二番ばんに、なにかあるの？」とエルフ。

「ああ、三十二番ばんは、〈ゴブリン・キングは『歌うたう剣つるぎ』で打うちまかせるが、『月のなみだ』を先に飲のんだときだけ〉、とかなんとか言いうんじゃ。」

「それだわ！　それが、やることよ。かんたんじゃない」とエルフ。

「かんたん？」とレーブンは、とても心しん配ぱいそうな顔かお。

「そうよ！　ゴブリン・キングに『月のなみだ』を飲のませるでしょ。それから、レーブンが剣つるぎを持もってあらわれ、首くびをチョン！　やったー！」

　レーブンは、まったくうれしそうではありません。

「……やったあ」と小さな声こえ。

「もう、レーブンてば。ここは、あなたの一いっ世せ一いち代だいの大おお勝しょう負ぶ。できるわ！」

「でも、どうやって『月のなみだ』を飲のますんだ？　ゴブリン・キングのところへ行いって、のどがかわいてますか、ってきくのか？」

　ソーナが、言いいました。

「いえ、でも、スープに入れることは、できるわ……。」

「どうやって？　台だい所どころがどこか、知しってるの？」とレーブン。

「ええ……、知しってる」とソーナ。

「わしも、知しってる」とクリンサー。

　ラットくんがひさしぶりに顔かおを出して、チュウ！
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「ラットくんも？　わあ、そうか。」とレーブン。

　そんなわけで、作さく戦せんはできました。

　もう、レーブンが、なにを言いっても、止とまらないでしょう。
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　台だい所どころを見つけるのは、かんたんでした。気の進すすまないレーブンにとっては、かんたんすぎです。そんなにすぐに見つけなくていいのに、とレーブンは思おもいました。

　ラットくんが、ヒゲをピクピクさせながら、先に立って案あん内ないします。

「台だい所どころに、ゴブリンたちがいたら、どうする？」とレーブン。

「いいね！　ぼくたち、最さい後ごになぐってから、ずいぶんたつもん」とバート。

　ボブとセドリックも「そうだ」と言いい、だれも止とめないうちに、おたがいの頭あたまをぽかすか、楽たのしそうに、なぐりはじめました。

「それで、伝でん説せつの魔ま法ほうの指ゆび輪わは、見つかったの？」とレーブンは、さりげなくききました。

「おお！　見つけたよ。どうやって使つかうのか、わかったら、もうずーっとオニでいられるんだ！」とバート。
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「ここに来きてから、ずっとオニのままじゃないか？　そうだよね？　地ち下かに来きてから、夜よるがすぎて、きっともう昼ひるだよね？」と、レーブン。

「ほんとだ」とボブ。

「地ち下かにいれば、オニのままでいられるんだ」とバートが解かい説せつしました。

「でも、どこにいても、ずっとオニのままでいたいんだ」とセドリック。

　その時とき、台だい所どころに着つきました。

　ラットくんとクリンサーがつかまった時ときよりも、ソーナが中を飛とんだ時ときよりも、においが強つよく、暑あつくなっています。

　岩いわの後うしろにかくれて見ていると、ゴブリンのシェフが大きな鍋なべでスープを作つくりはじめました。

「これで、小さな王おうも、しばらく静しずかになるだろう」とシェフはひとりごと。

　レーブンとエルフは、思おもわず笑わらいそうになりましたが、ゴブリン・キングが自じ分ぶんたちを殺ころそうとしているという、おそろしいことを思おもいだして、こらえます。

　シェフは、スープを小さなお皿さらに注そそぎ、小さなスプーンとレモネードを、おぼんにのせました。

「あれよ！　あのジュース！　そっとあそこへ行いけば……。」

　エルフの言こと葉ばは、とちゅうで消きえました。三匹びきのオニがずかずかと台だい所どころに歩あるいていくのが見えたからです。オニたちは、ゴブリンのシェフの頭あたまをぽかん！

　シェフは、気を失うしないました。

「さあ、やりなよ。」

とバートは、エルフに手をふりました。もう、出ていっても、安あん全ぜんです。

　エルフは、おっかなびっくり台だい所どころへ。「月のなみだ」のビンから半はん分ぶんをゴブリン・キングのスープへ、残のこりの半はん分ぶんをレモネードへ入れます。
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「どうか、効ききますように。」

とエルフは言いって、ハッとしました。オニたちを見ると、ゴブリンをなぐることができたので、ずいぶん楽たのしそう。

「だれが、これをゴブリン・キングに持もっていくの？　あなたたち、シェフを気き絶ぜつさせちゃったじゃない。」

　みんな、そのことを考かんがえましたが、いい案あんはうかびません。そのとき、足音が台だい所どころに近ちかづいてきました。全ぜん員いん走はしってかくれます。オニは、シェフが見えないように引ひっぱってかくしました。まさにその時とき、イタチのような、赤あか茶ちゃ色いろのゴブリンが、台だい所どころに顔かおを出しました。

「シェフめ、どこへ行いった？」

と言いうと、食たべ物もののおぼんに目をやり、肩かたをすくめました。

　台だい所どころの中へやってきて、疑うたがわしそうに、クンクンにおいをかぎ、それからまた肩かたをすくめます。おぼんを取とりあげると、洞どうくつの向むこうへもどっていきました。

「ゴブリン・キングさまが飲のむのは、レモネードっと。礼れいもねえど！」

　自じ分ぶんで笑わらいながら、行いってしまいました。

「だれも本ほん当とうは、自じ分ぶんたちの王おう様さまが好すきじゃないみたい。」

とレーブンが、かくれた場ば所しょから出てきて言いいました。

「その感かんじ、覚おぼえがあるな」とソケット伯はく爵しゃく。

「あなたは、『ほがらか町』の人みんなに、ひどかったものね」とエルフ。

「もう、そんなことはしない。わたしが帰かえったら、どこにもいないような一いち番ばんいい伯はく爵しゃくになって町を治おさめるんだ。美うつくしい伯はく爵しゃく夫ふ人じんといっしょにな。」

　伯はく爵しゃくは、ソーナにウインクし、ソーナはうれしそうに笑わらいました。

「も～、アツアツなんだからっ」とエルフ。

　みんなで、安あん全ぜんな距きょ離りをたもって赤あか茶ちゃ色いろのゴブリンのあとを、つけていくことにしました。王おうの間まへ案あん内ないしてくれるでしょう。ゴブリン・キングが、レモネードかスープを口にしたら、その時ときは、エルフが弓ゆみを使つかい、オニたちがこぶしを使つかい、ほかのゴブリンたちの相あい手てをしている間あいだに、レーブンが物ものかげから剣つるぎを持もって飛とびだして、ゴブリン・キングの首くびを……ドサッ！

　……というのが、計けい画かくですが、レーブンは、ゾッとすると思おもいました。でも、だれもレーブンの話はなしをきこうとしないので、レーブンは、ただ、みんなについていきました。歌うたう剣つるぎを、ギュッと手ににぎりしめて。

「ここ、暑あついわね。」

　前まえの方ほうにいるエルフは、小こ声ごえで言いいました。

「うん、暑あついな」とエルフの後うしろのクリンサー。

「っつ～い」とオニ。

　ソケット伯はく爵しゃくもうなずき、後うしろのレーブンに、

「暑あついな。」

「ひええ。暑あついねえ」とレーブン。

「へへへ」とレーブンの後うしろの声こえ。「もうすぐもっと暑あつくなるぜ。」

「え？　なんで？」と、レーブンはふりかえりました。その理り由ゆうは、ひとめでわかりました。なんと、レーブンのすぐ後うしろに、こっそりついてきていたゴブリンが百匹ぴき！

「あちゃ～！」とレーブン。

「暑あつくなるぞ～、溶よう岩がんの穴あなで、こんがり焼やいてやるからな。」

　後うしろのゴブリンが言いうと、ほかのゴブリンたちが、わっと、周まわりを取とりかこみます。オニたちさえ、パワー負まけです。

　すぐに、全ぜん員いん、ゴブリン・キングの前まえへ連つれていかれました。ゴブリン・キングは、カンカンにおこって、その場ばで破はれつしそう。

「オレ様さまをここまでおこらせるとは、きさまら、これで最さい後ごじゃっ！」

　だれも、なにも言いうことを思おもいつかず、しかしレーブンだけは、一いち度どだけ「ひええ」と言いいました。全ぜん然ぜん心こころがこもっていませんでしたけど。


[image: ]







　[image: ]




　ゴブリン・キングの王おうの間まは、ゴブリンであふれていました。

　ゴブリンは囚しゅう人じんたちをとりかこみ、囚しゅう人じんたちは、それぞれ力ちから強づよいゴブリン一匹ぴきに、つかまえられていました（オニの場ば合あいは二匹ひきずつ、ついています）。

　ゴブリンが、レーブンから剣つるぎを取とりあげ、剣つるぎが歌うたいはじめます。別べつのゴブリンが、エルフの弓ゆみを取とりあげました。

　ゴブリン・キングは、頭あたまにきて、足音あらく、ズンズン歩あるきまわっています。まるで、クリスマス・プレゼントの中なか身みを全ぜん部ぶ言いわれてしまって、開あける楽たのしみがなくなったように、いかりまくっています。

　近ちかくの低ひくい岩いわの上には、あのおぼん。その上に、スープとレモネード。どちらも手をつけたようすがないことは、エルフとレーブンにもわかりました。

　ゴブリン・キングが、どなります。

「さあ、どうやって、殺ころしてやろう。みんな同おなじでいくか、それぞれちがうやり方かたにしようか。」

　レーブンが、おずおずと、

「殺ころす必ひつ要ようはないんじゃないでしょうか。ぼくたちも、あなたを殺ころす必ひつ要ようはないし、ぼくたちみんなで、仲なかよくやれば……。」

「こいつをだまらせろ！」

　ゴブリン・キングが言いうと、手下の手がレーブンの口をふさぎました。ゴツゴツした手です。

　ゴブリン・キングは、ぐっとレーブンに近ちかづき、下から見上げて言いいました。

「教おしえてやろう。オレ様さまは、夕ゆう飯はんの時じ間かんまでに、この世せ界かいの支し配はい者しゃとなるのだ。だれも、オレ様さまを止とめることはできん！」

「んむむむんんむ」とレーブン。

「なんだと？」とゴブリン・キング。

　手下が、レーブンの口から手をはなします。

「どうしても、ですか？」とレーブン。

「どうしても、だ！」

　ゴブリン・キングが言いいはなち、再ふたたび、手がレーブンの口をふさぎました。

「つづけよう、こいつを殺ころすぞ！」とゴブリン・キング。

「いつでも、どうぞ」と隊たい長ちょうのひとり。

「よしよし。今いまやれ！　溶よう岩がんの川に投なげこむのだ。もうたくさんだ！」

　ゴブリンたちは、レーブンと仲なか間またちを引ひきずって、川のふちへ。その時とき、急きゅうに、ゴブリン・キングが大おお声ごえを出しました。

「ストップ！　待まて。のどがかわいた。まず、レモネードを飲のもう。」

　レーブンは、さっとエルフを見ました。エルフも、ハッとします。

　ふたりがクリンサーを見ると、クリンサーはオニに向むかって、うなずき、そして、みんなで息いきを止とめて見み守まもるうちに、ゴブリン・キングは、機き嫌げんの悪わるい子どものように、のしのしと、おぼんに近ちかづき、レモネードのグラスを手に取とり、ゴクゴクと、一いっ気き飲のみ！

　だれも動うごかないうちに、クリンサーは、魔ま法ほうの呪じゅ文もんを短みじかく唱となえました。すると、オニをつかまえていたゴブリンたちは、急きゅうに、おしりに火がついた気がして、火を消けそうとぴょんぴょん！

　すぐに、オニたちは、ゴブリンを手て当あたり次し第だいにボコン、ボコンとなぐります。

　バートは、エルフの弓ゆみを持もっているゴブリンの頭あたまをボコン！　ボブは、歌うたう剣つるぎを持もったゴブリンを、同おなじようにボコン！　剣つるぎをレーブンに投なげ、レーブンは、ゆかに落おちた剣つるぎを拾ひろいました。

「あいつらを、止とめろ！」

　ゴブリン・キングがさけび、ゴブリンたちが、全ぜん方ほう向こうからおそいかかってきます。エルフは弓ゆみを何なん度ども射いました。そのたびにうまくいき、小さな稲いな妻ずまが飛とびでて、いっぺんにゴブリン五匹ひきを、やっつけます。

「レーブン、急いそいで。首くびをとるのよ！」とエルフ。

　レーブンは、ごくり、と息いきを飲のみました。

　ゴブリン・キングはいかりまくって、ぴょんぴょん飛とび、手下のゴブリンたちに「殺ころせ」とさけんでいます。レーブンは、ふるさとのみんなのことを考かんがえました。アナグマくんや、コマドリたち……。ここまで来くる旅たびで出で会あった、みんなのことも考かんがえました。変へんな人もいたけれど、親しん身みになって助たすけてくれた人もいた……。

　そして、レーブンは、エルフのことを考かんがえました。エルフと仲なかよく、ずっといっしょにいたいと、どんなに強つよく思おもっていることか……。

　もう一度、ごくり、とレーブンは、息いきを飲のみます。そして頭あたまの上に剣つるぎをふりあげ、「うわあああ」とさけびながら、ゴブリン・キングめがけて、走はしっていきました。
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　と、その時とき。

　洞どうくつのゆかで、レーブンはつまずき、剣つるぎは空中へひゅーっ。落おちてくると、剣けん先さきを下に、そのまま岩いわにブスリとささりました。

　剣つるぎは、歌うたいはじめます。
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「だめえええ！　早はやく、剣つるぎを！」とエルフ。

　剣つるぎのそばにいたボブが、剣つるぎをぬいてレーブンにわたそうとしましたが、剣つるぎはしっかりささっていて、まったく動うごきません。

　それにはおかまいなく、剣つるぎは歌うたいつづけます。歌うたは二番ばんに入り、

　[image: ][image: ]、と。

　ラットくんは、「歌うたう剣つるぎ」の歌うたをきいて、レーブンの頭あたまに飛とびのりました。体からだをゆらしておどり、歌うたにあわせてチュウチュウ鳴ないています。そして、レーブンは、気がついたことがありました。

　ラットくんがおどっているのと同おなじように、ゴブリン・キングもおどっているのです。どなって命めい令れいするのをやめ、かんしゃくをおこしているどころか、片かた足あしで立っておどり、剣つるぎの歌うたにあわせ、歌か詞しもわからないのに、いっしょに歌うたおうとしているのです。

「見て！」

　レーブンが言いうと、仲なか間まのみんなが止とまり、ゴブリンたちも動うごきを止とめ、彼かれらの王おうをびっくりして見つめました。

「あっちも、見て！」

　エルフが言いって指ゆびさすと、二匹ひきのゴブリンが同おなじように、夢ゆめ見る表ひょう情じょうでおどっています。一匹ぴきは、レモネードを運はこんだゴブリン、もう一匹ぴきは（ソーナによると）博はく物ぶつ館かんの係かかりのゴブリンです。

「『月のなみだ』を、飲のんだんだわ！」

　そこで、レーブンは、ラットくんにききました。

「ラットくん、何なにか、きみのしたことで、ぼくたちに言いってないことがある？　オアシスに行いって『月のなみだ』を見つけたとき……かな？」

　チュウチュウ！　とラットくんは、レーブンにしばらく話はなします。レーブンでも、今こん回かいばかりは、げっ歯し類るいの友ともだちのことを理り解かいするのが難むずかしそうだなと、エルフは思おもいました。しかし。

「どうやら……、オアシスの水を飲のんだって言いっているみたいです。クリンサーさん、これが予よ言げんの三十二番ばんで言いっていること？　その予よ言げんって本ほん当とうに、ゴブリン・キングは『歌うたう剣つるぎ』で打うちまかせる、だった？」

　クリンサーは、じっと考かんがえました。

「もしかしたら……『打うちまかせる』じゃなくて、『歌うたい、負まける』だったかもしれん。」

　レーブンは声こえをあげて笑わらいました。

「それだよ！　『月のなみだ』を飲のんだものは、みんな『歌うたう剣つるぎ』のひどい歌うたで、歌うたいおどりはじめてしまうんだ。」
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「でも、ゴブリンの手下たちは？」とエルフ。

　ゴブリンの手下たちは、もう戦たたかっていませんでした。なにもしないで、ただただ、自じ分ぶんたちの王おうが、おバカなことをしているのを見ています。今いまは、ゴブリン・キングは、小さいオニのバートといっしょにおどっています（バートは『月のなみだ』を飲のんでないのですが）。

「やったぞ！　これで、もうおしまいだ！」とレーブン。

「だって、首くびをとるんじゃないの？」とソーナ。

「とらないよ。そんなの、いい人がやることじゃないだろ？　ぼくが、この冒ぼう険けんの旅たびから学まなんだことがあるとすれば、世よの中なかは、みんなが今いまよりいいやつになれば、もっと良よくなるっていうことさ。」

　そう言いって、レーブンは、オニたちの顔かおを、期き待たいをこめて見ました。冒ぼう険けんが終おわったときには食たべてもいい、というのが約やく束そくでしたから。

　バートも、レーブンを見つめかえします。

「なるほどね、考かんがえておこうかな～」と言いって、バートはウインクしました。
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　決けっ着ちゃくがつくまで、長ながくはかかりませんでしたが、ようやく、決けっ着ちゃくがついたときは、エルフとレーブンが思おもいもしなかった結けっ果かになりました。

　クリンサーが前まえに言いったことは当あたっていました。ゴブリンたちは、その主しゅ君くんの言いうことにしたがうのです。

　だから、ゴブリン・キングが、自じ分ぶんはもう支し配はい者しゃではないと言いうと、手下たちは、すなおに同どう意いしました。ゴブリン・キングも気にしていません。歌うたう剣つるぎの歌うたをきくのにいそがしく、夢ゆめ見るような表ひょう情じょうが顔かおにうかんでいます。なにを、どう言いわれても、「うん、うん」とうなずいて、王おうとしての最さい後ごの務つとめは、世せ界かいを征せい服ふくするのを止やめることでした。

「そうしたら、ゴブリン・キングのことは、どうするの？」とエルフ。

　クリンサーが言いいました。

「わたしに案あんがある。帰かえり道みち、ずっと歩あるきたくはないじゃろう？」

　そうして、ソーナとソケット伯はく爵しゃくの方ほうを見ます。ふたりは、すみのほうで、うっとり、いちゃいちゃ。もどったら、お城しろのペンキを何なに色いろにしようか、子どもは何なん人にんほしいかとか、話はなしています。

「三人！」とソーナ。

「うん。いいね！」とソケット伯はく爵しゃく。

　みんな、ふしぎな顔かおをして、でれでれの伯はく爵しゃくを見ました。レーブンは、なんだか体からだから羽は根ねを引ひっぱって取とりたくなりました。

「もう、ソーナは役やくに立たないね。」

「しかし、じゅうたんは役やくに立つ。必ひつ要ようなのは、新あたらしいパイロットじゃ。」

　クリンサーは、ニコッと笑わらって、ゴブリン・キングを見ました。
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　その後ごも、もう王おうではないゴブリン・キングは、「歌うたう剣つるぎ」の歌うたにあわせてノリノリでおどり、クリンサーの魔ま法ほうの呪じゅ文もんで、空そら飛とぶじゅうたんの新あたらしいパイロットにされても気がついていませんでした。じゅうたんと一いっ体たいになっても、まだ、歌うたにあわせて頭あたまをゆらしています。

「あれは、どうするの？」とエルフは『歌うたう剣つるぎ』を指ゆびさします。

　レーブンには、考かんがえがありました。

「オニさんたち、手て伝つだってくれるかい？」

　レーブンがたのむと、オニたちがやってきました。オニたち三匹びきでなんとか、「歌うたう剣つるぎ」を岩いわからぬきとり、剣つるぎをレーブンにわたします。

「だれも、気にしないよね。」

　レーブンは、そう言いうと、剣つるぎを指ゆび先さきでぶらぶらさせながら、溶よう岩がんの穴あなの方ほうへ。

　チュウ！　ラットくんは、おこったように鳴なきました。ほかの人はみんな気にしません。この歌うたにはどれだけイライラさせられたでしょう。まるで同おなじ部ぶ分ぶんばかり再さい生せいする、こわれたプレーヤーのように。

　レーブンは、剣つるぎを溶よう岩がんへ落おとしました。ジュッ。剣つるぎは一いっ瞬しゅんでとけました。歌うたと歌うたの間あいだの演えん奏そうのとちゅうで。
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　音が止やんだ瞬しゅん間かん、うっとりしていた元もとゴブリン・キングは、ハッと我われに返かえり、おこりっぽい性せい格かくにもどりました。しかし、魔ま法ほうで、じゅうたんのパイロットにされた以い上じょう、命めい令れいされたとおりのことしかできないのです。

　最さい初しょに「飛とんでいけ」と命めい令れいされたところは「ほがらか町」、かつては「くらやみの町」といわれたところです。しかしクリンサーたちには、出しゅっ発ぱつする前まえに、もうひと仕し事ごとありました。

「ゴブリン族ぞくが、また悪わるいことをしないようにするには、どうしたらいいんだろう。」

　ソケット伯はく爵しゃくが、リーダーを失うしなったゴブリンの群むれを見ながら、言いいました。

　クリンサーが返かえします。

「ゴブリンたちに新あたらしい支し配はい者しゃがひとり必ひつ要ようじゃな。いや、三匹びきか……。」

と、オニたちを見ます。

「どうじゃな、オニたちよ。おまえたちなら、ゴブリン族ぞくを治おさめることができるだろう。伝でん説せつの魔ま法ほうの指ゆび輪わの使つかい方かたを教おしえてやろう。と言いっても、ここにとどまるなら、もう必ひつ要ようないかな。支し配はい者しゃとして……。」

　三匹びきのオニは、顔かおを見み合あわせました。

「支し配はい者しゃ？」とボブ。

「治おさめる？」とセドリック。

「一いち番ばん、えらいの？」とバート。

「一いち番ばん、えらいオニじゃよ」とクリンサー。

「やるっ！　ぼくたち、その仕し事ごとやるっ！」とバート。

「それで、もう、だれも食たべたりしない？」とレーブン。

「約やく束そくはしないけどね。それでいいだろ。それ以い上じょうはゆずらないよ」とバート。

「わかった」とレーブン。「それで手を打うとう！　さあ、出しゅっ発ぱつだ！」







[image: ]









[image: ]




　そうして、みんなは出しゅっ発ぱつし、その前まえにオニたちと、だきあったりもしました。でも、軽かるくパッとだきあっただけです。オニたちの気が変かわって、みんなを食たべたら困こまりますから。

　じゅうたんに乗のり、元もとゴブリン・キングに「行いけ」と命めいじます。「ほがらか町」へ向むかって！

「オニさんたち、さようなら！」とレーブン。

　みんな、手をふり、オニたちも手をふりかえしました。セドリックは、目からなみだをぬぐっているように見えます。バートがまわりのさわがしいゴブリンたちをボコンとやって、だれが支し配はい者しゃか思おもいださせているのが見えました。

「ゴブリン族ぞくの、よい子のみなさん、こんにちは♡」

　そしてついに、オニたちの姿すがたは見えなくなりました。
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「ほがらか町」で、空そら飛とぶじゅうたんが着ちゃく陸りくし、クリンサー、ソーナとソケット伯はく爵しゃくを下ろします。ソーナとソケット伯はく爵しゃくは、ぴったり寄よりそいあって、エルフとレーブンがはなれるのにも気がついていません。クリンサーは、小こ声ごえで、もう魔ま法ほう使つかいは引いん退たいだと言いって、去さっていきました。そして、空そら飛とぶじゅうたんは、飛とびあがります。
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　空の旅たびは、長ながくなりました。『さまよう砂さばく』や『帰かえらずの海うみ』の上を飛とび、雪ゆき降ふる高たかい『ばけもの山』をこえます。ドラゴンや、ゾンビや、魔ま人じんや、無む人じん島とうの上を飛とび（人の姿すがたは見えませんが、透とう明めいになっているのでしょうか？）、海かい賊ぞくたちの上を通とおりすぎて、とうとう、やっと、なつかしいふるさとの森が見え、森がどんどん近ちかづいてきました。

　森の上を飛とぶと、心こころのあたたまる景け色しきが見えました。巨きょ人じんがたおした木のあとに、新あたらしい木き々ぎが生はえてきているのです。

　そして、エルフは、自じ分ぶんの家か族ぞくが、笑え顔がおで手をふっているのが見えました。ママ、パパ、おばあちゃん、妹いもうと……。

「やったわよー！」

　エルフがさけぶと、みんな、笑わらったり同どう時じに泣ないたりしはじめます。

　空そら飛とぶじゅうたんが着ちゃく地ちすると、みんながかけよってきて、エルフとレーブンをだきしめました。

「おかえり！」

と声こえがして、ふりかえると、おそろしの森の魔ま女じょフローレンスが、ネコのティプシーちゃんをだいて立っています。
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「ふたりとも、成せい長ちょうしたね！」

「わたし、弓ゆみが使つかえるようになったのよ」とエルフ。

　それから、お祝いわいのうたげが盛せい大だいに行おこなわれ、そのうたげは、ずっと夜よるおそくまで続つづいたのです。

　みんなが飲のんで食たべておどって笑わらっている間あいだに、エルフとレーブンは、そっとぬけだしました。ふるさとに帰かえってきたのは、とてもうれしいことで、でも、ふしぎな感かんじでもありました。

「にぎやかだね。この森は、もっと静しずかだったのに」とレーブン。

「そうね。レーブンが、わたしのうちの屋や根ねに落おちてくるまでは、ね」とエルフ。

　レーブンは、笑わらいました。

「あれは、ごめん」とレーブン。

「ゆるしてあげる。」

　しばらく、ふたりはだまりました。それから、エルフは、おずおずと言いいました。

「あの、レーブン、えっと、あなたこれからどこに……、て、ゆーか……。」

　レーブンが口をはさみます。

「また、きみに会あえる？」

　エルフは、ニコッと笑わらって赤くなりました。

「ええ。また会あってくれる？」

「ぼく、考かんがえていたんだけど……。きみは、新あたらしい家いえがいるだろ？」

「そうね。」

「ぼくは、新あたらしく住すむ木がいる。だからさ、ぼくが、いい木を見つけるから、その木の下に、きみの家いえをいっしょに作つくろう。そうしたら、ぼくたち、好すきな時ときに会あえるだろ？」

「いつもね！」とエルフ。

　レーブンも、ニコニコします。

「うん、いつもだ。」

　笑わらうふたり。だって、ふるさとにいるのは、うれしいし、ふたりとも幸しあわせだし……、そして、エルフが、あることを思おもいだしました。

　エルフは、スッと座すわりなおすと、レーブンの胸むねに指ゆびをつきつけました。

「言いいなさいよ！」とエルフ。

「やだ」とレーブンは首くびをふります。

「言いうって言いったじゃない。」

「たぶんねって言いったんだよ。」

　エルフの耳が赤くなってきました。

「レジナルド！」

「はずれ」とレーブン。

「レンコン？」

「ううん。」

「レモネード。」

「あっ！」とレーブン。

「当あたった？」エルフの目が丸まるくなります。

「ううん。ぜーんぜん遠とおいな。」

「もっ、レーブンってば！」

　エルフは、おこります。そうやって、またきいて、また答こたえて、またきいて、えんえんとしゃべっているうちに、エルフはレーブンの本ほん当とうの名な前まえを知しらなくても、まったくかまわないと気がつきました。

　本ほん当とうに大だい事じなことは、エルフが、一生いっしょにいられる、大たい切せつな相あい手てを見つけたということなのでした。
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（終おわり）
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中なか野の　聖ひじり　　　　　　






『エルフとレーブンのふしぎな冒ぼう険けん』は、これで、おしまいです。動どう物ぶつと話はなしができる、心やさしいレーブンが、どうやってゴブリン・キングを退たい治じできるのだろうと思おもいましたが、こういう結けつ末まつでした。四巻かんで手に入れた「月のなみだ」や、五巻かんで手に入れた「歌うたう剣つるぎ」も、こんなにちゃんとした（？）使つかい道みちがあったとは！

　この物もの語がたりは、はげしいゆれで目を覚さますところからはじまります。原げん因いんとなった巨きょ人じんは、人にん間げんの力のおよばない、なにか大きなものでした。住すみかを失うしなったエルフとレーブンが、元もとの暮くらしを取とりもどすために、がんばって旅たびをして、ちょっと成せい長ちょうして帰かえってきます。帰かえってきたふるさとは、元もとの森とまったく同おなじではありませんが、小さな木が生えてきて、復ふっ興こうのきざしをみせています。

「悪わる者ものを倒たおす」と出た旅たびでしたが、本ほん当とうの目もく的てきは、みんなが安あん心しんして暮くらせる世よの中なかにすることでした。まわりの人たちが「正せい義ぎのヒーロー」らしく悪わる者ものを退たい治じすることを期き待たいする中で、「かしこいおバカ」のレーブンは、自じ分ぶんが悪あくに染そまることなく、うまい落おとしどころを見つけます（おバカなようで、レーブンはかしこいのです）。物もの語がたりの最さい後ごには、エルフは、ママからもらった弓ゆみを使つかいこなせるようになり、レーブンは少すこし背せが高たかくなりました。そして、なによりこの旅たびで、一生いっしょにいられる大たい切せつな人を見つけたのです。ふたりとラットくんは、これからも、きっと仲なかよく暮くらすことでしょう。（たまにケンカはしそうですけどね！）

　この作さく品ひんには、ダジャレがたくさん出てきますが、相そう談だんにのってくれたすべての人に感かん謝しゃします。恩おん師し酒さか井い邦くに秀ひで先生、編へん集しゅうさんには、本ほん当とうにお世せ話わになりました。イラストの朝あさ日ひ川かわ日ひ和よりさんが、どきどきするような、物もの語がたりを感かんじる絵をたくさんかいてくださいました。すてきな装そう丁ていにしてくださったデザイナーの高たか橋はし久く美みさんにも感かん謝しゃいたします。

　そして、最さい後ごまで読よんでくれたみなさんに、ありがとう。
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